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基礎看護学教育研究分野
〔原著〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
1． 中村愛＊，永田亜希子，山本利江：寛解または低疾患活動性にある関節リウマチ患者の健康状態の推
移と生活調整の特徴．千葉看会誌，19（2），1－9，2014．
 ＊2013年3月博士前期課程修了
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
2． Yamamoto T., Shu Chun Chien., Kawabe F．：STUDIES ON THE USE OF ORIENTAL 
MEDICINE IN NURSING IN JAPAN．17th EAST ASIAN FORUM OF NURSING SCHOLARS，
43，2014．Manila, Philippines.
3． Saito S., Kawabe F., Nagata A., Wazumi Y., Yamamoto T．：EFFECT OF THE EDUCATION OF 
THE NURSING SKILLS THAT UTILIZED SIMULATED PATIENTS．17th EAST ASIAN 
FORUM OF NURSING SCHOLARS，48，2014．Manila, Philippines.
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
4． Yamamoto T., Kawabe F., Shu Chun Chien., Nagata A., Saito S＊., Wazumi Y．：Nursing Model for 
Japanese Oriental Medicine in Japan．25th INTERNATIONAL NURSING RESEARCH 
CONGRESS，103，2014．
5． Shu Chun Chient., Yamamoto T., Wazumi Y., Saito S＊., Nagata A., Kawabe F., Maeda T., Katagiri 
T.: Health Perspectives and Lifestyle lssues of First-year Nursing Students: As Revealed Through 
a Seminar in Health self Management. Sigma Theta Tau International Nursing Research Congress, 
27 Jul., 2014. 
 HongKong https://stti,confex.com/stti/congrs14/webprogram/Paper66223.html
6. Komagata T., Kodama Y., Takasaki J., Takano E., Kuriki M., Sato Y., Sasaki M., Sato H., 
Hatakeyama K., Kobayashi M., Wazumi Y., Saito S＊., Yamamoto T.: What the nurse faced：
hemodialysis patientʼs evacuation process from Iwaki, Fukushima after the earthquake, tsunami 
and nuclear accident, 2011. 35th International Association for Human Caring Conference, May 24-28, 
Kyoto, 2014.
 ＊2014年3月まで本研究科教員
〔その他〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
7． 宮﨑美砂子，岩﨑弥生，斉藤しのぶ＊：平成25年度千葉大学看護学部公開講座「災害看護を学ぼう」．
千葉大看紀要，36，53－58，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
8． 薄井坦子，山本利江：〔理事会企画〕ナイチンゲールにおける看護学の体系化．ナイチンゲール研究
学会第35回研究懇談会，2014．
9． 永田亜希子，川上裕子＊，椿祥子：健康自主管理演習に参加した看護学生の健康状態および生活調整
の変化．文化看護学会誌，6（1），33－41，2014．
 ＊2014年3月まで本研究科教員
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〔研究状況〕
＜ 2014 年 1 月～ 12 月＞
　本教育研究分野では，理論看護学の立場からナイチンゲール看護論を学問的に追及し，その継承・発展
を目指した教育・研究活動を行っている．
　ナイチンゲール看護論を学問的に追及する研究では，ナイチンゲールの諸活動の現代的意義を問う研究
を進めている．その成果として山本は，ナイチンゲールにおける看護学の体系化について対談を行った
（8）．
　また，本研究分野がこれまで継続的に行ってきたテーマである健康自主管理に関する研究では，寛解ま
たは低疾患活動性にある関節リウマチ患者の健康状態の推移と生活調整の特徴や，健康自主管理演習に参
加した看護学生の健康状態および生活調整の変化を明らかにした（1）（9）．
　看護技術教育に関しては，模擬患者を利用した看護技術の教育効果（3）の研究成果をまとめた．さら
に，科学研究費補助金を受けた研究の一環として，日本の看護における東洋医学の活用，日本の東洋医学
に関する看護モデル（2）（4）を明らかにした．
　科学研究費補助金を受けた「高度先進医療施設における東洋医学系統の診療科における外来看護の構
築」に，山本は研究代表者として，永田は研究分担者として継続して取り組んでいる．また，山本は研究
分担者として，今年度新たに，「看護実践能力の向上に向けた看護学生版リフレクション・フレームワー
クの開発」，「看護基礎教育課程における統合実習の評価基準構築に向けた実践事例集の作成」にも着手す
るほか，「病院外来における患者・市民・実践者・研究者の新たなニーズや期待，役割発揮の可能性」，
「看護学生の『生活パターンと自覚症状の関係チャート』及び生活改善プロトコールの開発」，「F．
Nightingaleの業績を現代に活かすための‘類比ʼの方法論に関する研究」にも継続して取り組んでいる．
看護教育学教育研究分野
〔原著〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
1． 中山登志子，舟島なをみ，岡崎草代夏：院内研究に関する研究－看護職者が直面する研究遂行上の困
難とその克服法－．看護教育学研究，23(1)，17－32，2014．
2． 山澄直美，舟島なをみ，中山登志子：「研修過程評価スケール－院内教育用－」を用いた評価活動の
有効性検証．看護教育学研究，23(1)，1－16，2014．
3． 中山綾子，中山登志子，舟島なをみ：中堅看護師の職業経験に関する研究－大学院進学に至った看護
師に着眼して－．看護教育学研究，23(1)，49－64，2014．
4． 鈴木美和，舟島なをみ：「教育ニードアセスメントツール－訪問看護師用－」の開発．淑徳大学看護
栄養学部紀要，6，1－11，2014．
5． 大井千鶴，舟島なをみ，永野光子：看護師が必要と知覚した看護基礎教育課程の就職ガイダンス内容
－学生時代に受けた就職ガイダンス内容との共通性と相違性－．武蔵野大学看護学部紀要，8，1－10，
2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
6． 中山登志子，舟島なをみ：「学習ニードアセスメントツール－実習指導者用－」の開発－実習指導者
の学習ニードを反映した看護継続教育の提供－．日本看護管理学会誌，18(1)，17－26，2014．
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
7． 中山登志子，舟島なをみ，定廣和香子，横山京子，松田安弘，鈴木美和，野本百合子，山下暢子，山
澄直美，亀岡智美：大学院看護学研究科博士後期課程に在籍する学生の学習経験の解明－博士論文作
成過程に焦点を当てて－．第34回日看科会学術集会講演集，488，2014．
8． 森山美香，舟島なをみ，中山登志子：教育ニードアセスメントツール－看護師長用－の開発．第34回
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日看科会学術集会講演集，235，2014．
9． 服部美香，舟島なをみ，中山登志子：「教育ニードアセスメントツール－院内教育担当者用－」の開
発．看護教育学研究，23(2)，14－15，2014．
10． 吉富美佐江，舟島なをみ：プリセプターの学習ニードの解明．第34回日看科会学術集会講演集，246，
2014．
11． 亀岡智美，中山登志子：病院に就業する看護師が看護の専門家の立場から意識的に展開している実践．
第34回日看科会学術集会講演集，621，2014．
〔報告書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
12． 千葉大学大学院看護学研究科看護教育学教育研究分野研究推進コース編：看護教育学の構築と発展－
その活動の軌跡－．第6号，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
13． 山下暢子，舟島なをみ，中山登志子：学生のための看護学実習中の学習経験自己評価尺度の開発－信
頼性・妥当性の検証－．日本看護学教育学会誌，24(1)，15－27，2014．
〔単行書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
14． 舟島なをみ；看護教育学，第5版増補版，医学書院，2014．
〔研究状況〕
　看護教育学教育研究分野は，看護基礎教育，看護卒後教育，看護継続教育の３領域にわたり研究活動を
展開し，その成果を公表した。
〔看護基礎教育〕
　看護学を学ぶ学生の学習活動の質向上に向けて，「看護学実習中の学習経験自己評価尺度（病院実習
用）」を開発した(13)。
　また，本研究分野は，今年度，新たに学術研究助成基金助成金（基盤研究(C)）「学生による医療事故防
止に向けた実習安全FD展開モデルの開発」（研究代表者：定廣和香子，研究分担者：舟島なをみ，中山登
志子）が採択され，実習安全FD展開モデルに不可欠な「看護学実習中の医療事故防止に向けた教授活動
自己評価尺度」の開発に着手した。
〔看護卒後教育〕
　看護系大学院博士後期課程に在籍する博士論文作成過程の経験を解明した(7)。
　看護教育学教育研究分野は，2008年4月より，看護教育学を専攻した博士後期課程修了生を対象に「研
究推進コース」を開講し，活動を継続している。これは，将来ポスト・ドクトラル・コース開設を視野に
入れた活動であり，2013年の活動の成果を報告書としてまとめた(12)。
〔看護継続教育〕
　平成23年度から助成を受けている科学研究費補助金（基盤研究(B)）「看護継続教育システムの拡充と普
及－看護管理者のキャリア発達支援に着眼して－」（研究代表者：舟島なをみ，研究分担者：中山登志子
他）の成果として，看護師長および院内教育担当者の教育ニードの診断に活用可能な「教育ニードアセス
メントツール」を各々開発した(8，9)。また，訪問看護師の教育ニードの診断に活用可能な「教育ニード
アセスメントツール」を開発した(4)。
　平成23年度から助成を受けている科学研究費補助金（基盤研究(C)）「チーム医療推進に向けた『臨床看
護師のための専門性発揮状況自己評価尺度』の開発」（研究代表者：亀岡智美，研究分担者：中山登志
子）の成果として，病院に就業する看護師が看護の専門家の立場から意識的に展開している実践を質的帰
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納的に解明した(11)。また，平成24年度から助成を受けている科学研究費補助金（基盤研究(C)）「新人看
護師の指導を担当するプリセプターを対象とした問題対応型教育プログラムの開発」（研究代表者：吉富
美佐江，研究分担者：舟島なをみ）の成果として，問題対応型教育プログラムに不可欠な測定用具の基盤
となるプリセプターの学習ニードを質的帰納的に解明した(10)。
　中堅看護師のキャリア・ディベロップメントを支援するため，大学院進学に至った中堅看護師の職業経
験を解明した(3)。また，円滑な研究活動の推進に向け，院内研究に従事する看護職者が直面する研究上の
困難とその克服法を解明した (1)。さらに，看護師が必要と知覚した看護基礎教育課程の就職ガイダンス
内容を，その看護師が学生時代に受けたガイダンス内容との比較を通して明らかにした(5)。
　一方，本教育研究分野は，今年度より，新たに学術研究助成基金助成金（基盤研究(C)）３件が採択され，
各研究を開始している。３件のうち１件は，「臨地実習指導者の問題診断克服型教育プログラム」（研究代
表者：中山登志子，研究分担者：舟島なをみ）であり，「問題診断尺度」の開発に向け，実習指導者が学
生の指導に伴い直面する問題の解明を目的とした研究に着手した。また，開発を目指す問題診断克服型教
育プログラムに不可欠な「学習ニードアセスメントツール（実習指導者用）」を開発した(6)。残る２件の
うち１件は，「院内研修評価モデルの開発－総合的評価による院内教育の確実な質改善に向けて－」（研究
代表者：山澄直美，研究分担者：舟島なをみ，中山登志子）であり，「研修デザイン評価スケール（院内
教育用）」の開発に着手した。また，院内研修評価モデルに不可欠な「研修過程評価スケール（院内教育
用）」を開発した(2)。残る１件は，「『患者教育』の質向上に向けた病棟看護師のための教育プログラム立
案モデルの開発」（研究代表者：森山美香，研究分担者：舟島なをみ）であり，教育プログラム立案モデ
ルに不可欠な「患者教育力自己評価尺度（病棟看護師用）」の開発に着手した。
〔その他〕
　著書「看護教育学」は，1988年に初版が上梓され，保健師助産師看護師法改正による保健師および助産
師の教育の修業年限，教育内容の変更に伴い2012年に「看護教育学第５版」を発行した。その後，設置基
準等の改正・変更に伴い，これに関連する資料を追加・修正し，「看護教育学第5版増補版」として発行し
た(14)。
機能・代謝学教育研究分野
〔原著〕
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
1． Miyaso H，Naito M，Hirai S，Matsuno Y，Komiyama M，Itoh M，Mori C：Neonatal exposure 
to diethylstilbestrol causes granulomatous orchitis via epididymal inflammation．Anatomical 
Science International，89(4)，215－223，2014．
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
2． 中村梨恵子，田中裕二，藤田水穂：仰臥位臥床中の患者と看護師の適切な位置関係－看護師の目線の
高さに着目して－．日本看護技術学会第13回学術集会講演抄録集，129，2014．
3． 小峰　匠，藤田水穂，田中裕二：腰痛の有無と３種類の体位変換方法による腰部負荷の関係．日本看
護技術学会第13回学術集会講演抄録集，130，2014．
4． 福和由加里，島田敦子，奥山　紫，伊藤千佳，神　尚子，下坂典立，田中裕二：WHO手術安全チェッ
クリストの導入から実施へ－歯科・口腔外科領域特有の内容検討－．第10回歯科・口腔外科看護研究
会抄録集，21，2014．
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〔その他〕
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
5． 深井喜代子，角濱春美，田中裕二，高島尚美，前田ひとみ，早瀬　良：〈交流セッションⅣ〉論文投
稿のA to Z（その３）－ 研究成果を公表することの義務と意義－．日本看護技術学会第13回学術集
会講演抄録集，60，2014．
〔研究状況〕
　本研究分野では，看護対象である人体について，解剖学的視点ならびに生理学的視点からの研究を行っ
ている．
　小宮山は，平成26年度より文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））の助成を受け，「採血および
注射に使用しうる静脈と近傍の神経および動脈に関する解剖学的研究」に取り組んでいる．また，昨年度
に引き続き，コメディカルの解剖見学をより良いものとするためのアンケート調査を実施している．
　田中は，看護技術の科学的な検証についての研究を継続している．今年度は，仰臥位臥床中の患者と看
護師の適切な位置関係（2）と腰痛の有無と３種類の体位変換方法による腰部負荷の関係について（3）の
研究成果を学術集会で発表した．昨年度から文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））の助成を受け，
研究課題「高次脳機能障害患者に対する看護援助技術の神経生理学的研究」を継続している．
　教育面では，学部2年生全員を対象に解剖見学を1回実施し，さらに学部2年生以上および大学院生の希
望者を対象に解剖見学を1回実施した．また，大学院博士前期課程を対象とした「肉眼解剖学特論」を新
たに開講し，医学薬学府の肉眼解剖学特論と合同で授業（講義・演習）を行った．大学院博士後期課程の
「機能・代謝学研究方法特論」も内容的には肉眼解剖学特論と重なる部分が多いので，ともに実施した．
病態学教育研究分野
〔原著〕
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
1． Ogawa T，Nishio J，Okada S : Effect of Edible Sesame Oil on Growth of Clinical Isolates of 
Candida albicans．Biological Research for Nursing，16(3) :　335-343，2014．
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
2． 小川俊子，西尾淳子，岡田忍：嚥下障害を有する要介護高齢者に対してゴマ油を用いた口腔清拭のケ
アプロトコル実現可能性及び有用性の検証．第25回日本老年歯科医学会・学術大会プログラム・抄録
集，157，2014．
3． 岡田忍：病態生理教育シンポジウム『病態生理を基盤とした多職種連携』教育シンポ2：病態生理に
基づいた口腔ケアの提供．日本病態生理学会雑誌，23(2)，53，2014．
4． 岡田忍，深津侑紀，小宮山奈央，西尾淳子，小川俊子：訪問看護師における加湿器肺の認知状況およ
び家庭用加湿器からのExophiala dermatitidisの検出例．第97回日本細菌学会関東支部総会　プログ
ラム・抄録集，55，2014．
5． Shinobu Okada : Application of Sesame Oil to Oral Care．BIT’s 1st Annual International Congress 
of Oral & Dental Medicine，Haikou，China，2014．
6． 岡田忍，西尾淳子，小川俊子：ゴマ油による口腔ケアのエビデンスと臨床応用．第13回日本看護技術
学会学術集会講演抄録集，66，2014．
7． 淺井紀子，岡田忍 : 乳腺炎の原因細菌の保菌状況と乳腺炎の起こりやすさの関連について．千葉看第
20回学術集会集録，33，2014．
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〔短報・その他〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
8． 小川俊子，西尾淳子，鹿島貴子，岡田忍：在宅での吸引カテーテルの保管法に関する示唆　汚染模擬
痰吸引後に乾燥法で保管したカテーテルの生残菌数に対する菌量・菌種・カテーテル内径の影響．日
本感染看護学会誌，9(1)，1－8，2013．
〔研究状況〕
　本研究分野では，感染源や感染経路，宿主といった多角的な観点からの感染防止を軸に，長期療養型施
設や在宅での感染防止を中心に研究を進めている．高齢者に多い誤嚥性肺炎を防止するためには口腔ケア
が重要であることから，現在は高齢者に対する口腔ケアに特に力を入れている（1，2，3，5）．今年度は，
高齢者に対するゴマ油による口腔ケアの有用性を検討する一環として行ったCandida albicansの菌糸形お
よび酵母形に対する増殖抑制効果についての原著論文がBiological Research for Nursing 誌に掲載された．
また，この論文がきっかけとなり，中国の海口で開催されたBITʼs 1st Annual International Congress of 
Oral & Dental MedicineでのSpeakerの依頼があり，岡田が講演を行った（5）．ゴマ油を用いた高齢者の
口腔ケアについては，現在小川がケアプロトコルの作成と有効性についての研究を進めている（2）．さら
により多くの看護職者にゴマ油による口腔ケアの有用性を知ってもらうことを目的に看護技術学会で交流
セッションを主催した（6）．
　岡田・西尾は「歯科専門職との連携による更年期女性と在宅高齢者の口腔ケアの質の向上に関する研
究」の中で，千葉県内の訪問看護ステーションとその利用者・女性介護者を対象に訪問看護ステーション
における口腔ケアの実施状況，更年期女性と在宅高齢者における歯の健康状態，口腔ケアの現状等につい
ての実態調査を実施した．現在結果をまとめており，これに基づいて在宅での看護職と歯科専門職との具
体的な連携の方法について検討するとともに更年期女性については，対象者を拡大してデータを収集する
ことを計画している．
　この他，在宅での気管内吸引カテーテルの保管方法に関する実験的研究が日本感染看護学会誌に掲載さ
れた．また，昨年度の卒業研究を日本細菌学会関東支部総会，千葉看護学会学術集会で発表した（4，7）．
母性看護学校教育研究分野
〔原著〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
1． 佐伯章子，森恵美，土屋雅子，岩田裕子，前原邦江，坂上明子，小澤治美，森田亜希子＊1，前川智子＊2：
緊急帝王切開となった高年初産婦の産後4か月間の睡眠と身体症状の変化　－産後の身体的回復が対
照的であった2事例の検討－．千大看紀要36，1－9，2014．（＊1 2014年3月まで本研究科教員，＊2 2013
年3月まで本研究科教員）
2． Skajo A，Mori E，Maehara K，Maekawa T＊1，Ozawa H，Morita A＊2，Aoki K，Iwata H : Older 
Japanese primiparas experiences at the time of their post-delivery hospital stay．Journal of 
Nursing and Human Sciences．20 （Suppl．1），9－19，2014．（＊1 2013年3月まで本研究科教員， 
＊2 2014年3月まで本研究科教員）
3． Mori E，Iwata H，Skajo A，Maehara K，Ozawa H，Maekawa T＊1，Morita A＊2，Saeki A：
Postpartum experiences of older Japanese primiparas during the first month after childbirth．
Journal of Nursing and Human Sciences．20（Suppl．1），20-31，2014．（＊1 2013年3月まで本研究
科教員，＊2 2014年3月まで本研究科教員）
4． 森恵美，土屋雅子，佐伯章子，岩田裕子，前原邦江，坂上明子，小澤治美，森田亜希子＊1，前川智子＊2：
高年初産婦の産後入院中の睡眠期と覚醒期における身体活動量分析．看護研究，47（2），医学書院，
136－148，2014．（＊1 2014年3月まで本研究科教員，＊2 2013年3月まで本研究科教員）
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＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
5. 坂上 明子，前川 智子＊，森 恵美，森田 亜希子，小澤 治美，前原 邦江，岩田 裕子：初産婦における
産後入院中及び産後1ヵ月の母乳育児確立状況　不妊治療の有無による相違．日本生殖看護学会誌，
11（1），13－20，2014.
6. 前原 邦江，森 恵美，坂上 明子，岩田 裕子，前川 智子＊，小澤 治美，森田 亜希子，青木 恭子：高
年初産の母親の産後1ヵ月間におけるソーシャルサポートの体験．母性衛生，55（2），369－377，
2014.
7． Tsuchiya M，Mori E ，Iwata H ，Skajo A ，Maehara K ，Ozawa H，Morita A，Maekawa T＊，
Saeki A．: Fragmented sleep and fatigue during postpartum hospitalization in older primiparous 
women．Nursing & Health Sciences．4 JUL 2014，DOI: 10．1111/nhs．12157
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
8． Ozawa H，Mori E，Maehara K，Tsuchiya M，Skajo A，Maekawa T＊1，Iwata H，Morita A＊2，
Mochizuki Y，Saeki A，Aoki K，Makaya M，Tamakoshi K : Maternal role confidence and 
satisfaction among primiparae over 35 years of age during the f irst month after 
childbirth:comparisons with other age or parity groups．The 17th East Asian Forum of Nursing 
Scholars，Manila，Philippines，February 20-21，2014．（＊1 2013年3月まで本研究科教員，＊2 2014
年3月まで本研究科教員）
9． Tsuchiya M，Mori E，Skajo A，Maekawa T＊1，Iwata H，Maehara K，Morita A＊2，Ozawa H，
Mochizuki Y，Saeki A，Aoki K，Makaya M，Tamakoshi K，: Development of the postnatal 
fatigue scale: an investigation of validity and reliability among Japanese mothers．The 17th East 
Asian Forum of Nursing Scholars，Manila，Philippines，February 20－21，2014．（＊1 2013年3月ま
で本研究科教員，＊2 2014年3月まで本研究科教員）
10． Mori E，Mochizuki Y，Tsuchiya M，Saeki A，Skajo A，Maekawa T＊1，Iwata H，Maehara K，
Morita A＊2，Ozawa H，Aoki K，Makaya M，Tamakoshi K，: Relationship between postpartum 
tenosynovitis and childrearing in the daily life of Japanese first-time mothers．The 17th East 
Asian Forum of Nursing Scholars，Manila，Philippines，February 20－21，2014．（＊1 2013年3月ま
で本研究科教員，＊2 2014年3月まで本研究科教員）
11． Mori E，Mochizuki Y，Tsuchiya M，Saeki A，Skajo A，Maekawa T＊1，Iwata H，Maehara K，
Morita A＊2，Ozawa H，Aoki K，Makaya M，Tamakoshi K，: Prevalence and persistence of 
physical problems in mothers during two months postpartum．The 17th East Asian Forum of 
Nursing Scholars，Manila，Philippines，February 20－21，2014．（＊1 2013年3月まで本研究科教員，
＊2 2014年3月まで本研究科教員）
12． Tsuchiya M，Mori E，Skajo A，Maekawa T＊1，Iwata H，Maehara K，Morita A＊2，Ozawa H，
Mochizuki Y，Saeki A，Aoki K，Makaya M，Tamakoshi K．: Predictors of postpartum fatigue in 
Japanese primaparous women at advance maternal age: a multivariate analysis．The 17th East 
Asian Forum of Nursing Scholars，2 Manila，Philippines，February 20－21，014．（＊1 2013年3月
まで本研究科教員，＊2 2014年3月まで本研究科教員）
13． Skajo A，Maekawa T＊1，Mori E，Morita A＊2，Tsuchiya M，Maehara K，Iwata H，Ozawa H，
Mochizuki Y，Saeki A，Aoki K，Makaya M，Tamakoshi K : Factors associated with 
breastfeeding among older Japanese first-time mothers during hospitalization．The 17th East 
Asian Forum of Nursing Scholars，Manila，Philippines，February 20－21，2014．（＊1 2013年3月ま
で本研究科教員，＊2 2014年3月まで本研究科教員）
14． Skajo A，Ozawa H，Otsuki E：Treatment setting and nursing care difficulties for women with 
secondary infertility．The 17th East Asian Forum of Nursing Scholars，Manila，Philippines，
February 20－21，2014．
15． Ishii K，Araki A，Koike S，Ichihara M，Mizuno Y，Sato N，Hayashi H，Kitagawa R，Ozawa 
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H：Experiences of grandparents rearing grandchildren with special needs．The 17th East Asian 
Forum of Nursing Scholars，Manila，Philippines，February 20－21，2014
16. 橋本 美幸，坂上 明子，高橋 紀子：祖母の子育て支援　祖母の行う子育て支援の特徴，日本助産学会
誌，27（3），217，2014.
17． 橋本 美幸，坂上 明子，高橋 紀子：祖母の子育て支援　子育て支援の際に生じる祖母のジレンマの要
因．日本助産学会誌，27（3），218，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
18． Mori E，Iwata H，Tsuchiya M，Skajo A，Maekawa T， ＊Maehara K，Morita A，Ozawa H，
Mochizuki Y，Saeki A，Aoki K，Makaya M，Tamakoshi K : Logistic regression for predicting 
early postpartum depressive symptoms in Japanese first-time mothers aged 35 and over．STTI 
25th International Nursing Research Congress，HongKong，Sunday，27 July 2014．（＊2013年3月
まで本研究科教員）
19． 前原邦江，森恵美，坂上明子，岩田裕子，前川智子＊，小澤治美，森田亜希子，望月良美，青木恭子，
玉腰浩司：高年初産婦の産後入院中における母親役割の自信と母親であることの満足感に関連する要
因．母性衛生 55（3），303，2014．(＊2013年3月まで本研究科教員)
20． 前原邦江，森恵美，坂上明子，岩田裕子，前川智子＊，小澤治美，森田亜希子，望月良美，青木恭子，
玉腰浩司：高年初産婦の退院後から産後１か月の母親役割の自信の変化に関連する要因－産後入院中
の低得点群を対象に－．母性衛生 55（3），303，2014．（＊2013年3月まで本研究科教員）
21． 大月 恵理子，坂上 明子，林 ひろみ，平石 皆子，松原 まなみ：母体・胎児集中治療室(MFICU)の看
護職者にむけた研修プログラムへのニーズ．母性衛生 55（3），275，2014．
22． 坂上 明子，小澤 治美，大月 恵理子：続発性不妊女性の治療と育児の両立におけるストレスの軽減を
促す看護介入．母性衛生，55（3），239，2014．
23． 渡辺 麻起子，坂上 明子，森田 亜希子：大学生・大学院生の生殖に関するライフプランの捉え方と生
殖や不妊に関する知識との関連：母性衛生，55（3）234，2014．
24． 福島 裕子，野口 恭子，佐々木 千昭，多田 まゆみ，佐藤 美代子，八重樫 重子，田鎖 とく子：母と
娘が一緒に受講する助産師による月経サロンの効果　半年後の母親の認識から母性衛生，55（3）157，
2014．
25． 鈴木 紀子，清水 三紀子：妊婦を対象とした非侵襲的ヘモグロビン測定の精度の検討，母性衛生，55
（3）286，2014．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 1 月～ 4 月＞
26． 森恵美：産後ケアのニーズと子育て世代の高齢化，月刊「母子保健」，第667号，6－7，2014
27． 森恵美：「日本の高年初産婦に特化した子育て支援ガイドラインの開発」，最先端研究開発支援プログ
ラムFIRSTシンポジウム「科学技術が開く2030年」へのシナリオ　最先端・次世代研究開発支援プ
ログラムNEXTライフ・イノベーション・ポスターセッション銅賞，2014．
28． 坂上 明子，森 恵美：【新生児の診療・ケアQ&A　正期産編　これだけは知っておきたいwell-baby診
察の基本】　(第1章)出生前から始める診療・ケアQ&A 出産準備教室やプレネイタルビジット(出生前
小児保健指導)では新生児についてどのような情報を母親(両親)に伝えておけばよいでしょうか　助産
師の立場から(Q&A/特集)，Neonatal Care (1341-4577)2014合同臨時増刊 Page38-41(2014．03)
29． 森恵美：高年初産婦に特化した産後１か月までの子育て支援ガイドライン，全265頁，研究グループ
作成，http://www.mamatasu.jp/，2014．
30． 森恵美：平成22～25年度最先端研究助成基金助成金（最先端・次世代研究開発支援プログラム）研究
課題「日本の高年初産婦に特化した子育て支援ガイドラインの開発」（課題番号：LS022）研究報告書，
全73頁，研究グループ作成，2014
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31． 森恵美：会長講演「母性への新たな健康支援：高年初産婦への子育て支援ガイドライン開発から」．
第55回日本母性衛生学会学術集会，2014．
32． 坂上明子，土屋雅子：シンポジスト「健康な他者」とのかかわりと患者の心理社会的問題コニュに
ティでの相互理解とQOL向上のために．日本健康心理学会大27回大会，2014．
33．森恵美：特別講演「高年初産婦に特化した子育て支援ガイドラインの開発から」．第41回新潟母性衛
生学会学術集会，2014．
〔研究状況〕
　本研究分野では，Reproductive Healthに関連した健康問題を持つ女性や，周産期などにある女性の健
康や母性性の発達を促す看護方法に関する研究を行っている．家族育成期の女性とそのパートナーとの関
係，家族についても調査，検討を重ねている．
　森らは，平成23年2月から平成26年3月末まで，内閣府より「最先端・次世代研究開発プログラム」の助
成を受け，「日本の高年初産婦に特化した子育て支援ガイドラインの開発」に取り組み，その結果を報告
書にまとめ，開発したガイドラインを公表した（29）．また，研究成果の一部を国際学会（8～13，18）に
て発表し，第55回日本母性衛生学会学術集会では発表（19，20）および会長講演（31）を行った．研究成
果は，和論文3件，洋論文4件の原著論文（1～7）にまとめた．平成26年度より文科省科研費（基盤研究
（B））を受け，上記ガイドラインの効果検証研究を開始した．以上の他，森は科学技術振興機構科学技術
に資する人材育成に関するシステム改革「理系女性教員キャリア支援プログラム」（研究代表者：齋藤
康）および，文科省科研費補助金（基盤研究（B））「歯科専門職との連携による更年期女性と在宅高齢者
の口腔ケアの質の向上に関する研究」（研究代表者：岡田忍）に研究分担者として参画している．
　坂上は，平成26年度より文科省科研費を得て「高度生殖医療を受けた妊婦の母親役割獲得を促す看護介
入プログラムの改良」（基盤研究（B）研究代表者：坂上明子）に取り組み，森，小澤，青木も研究分担
者として参画している．また，「母体・胎児集中ケアのための研修プログラムの開発に関する研究」（基盤
研究C）研究代表者：大月恵理子）に連携研究者として参画している．
　小澤は，科研費を得て「双子のひとりが障がいを有する母親の双子の親になる体験を表す概念モデルの
創出」（若手研究（B）研究代表者：小澤治美）に取り組んでいる．「ナラティブ・アプローチによる育児
困難乳幼児の祖父母支援の検証とガイドラインの創生」（基盤研究（C）研究代表者：石井邦子）に連携
研究者として参画している．
小児看護学教育研究分野
〔原著〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
1． 金丸友：思春期に糖尿病を診断された中高生のセルフマネジメントを高める看護援助に関する研究．
千葉看会誌，19(2)，21－28，2014．
2． 仲井あや：早産児が修正33週から35週の時期に示す保育環境への反応と対処行動の特徴．千葉看会誌，
19(2)，29－36，2014．
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
3． 出野慶子，河上智香，天野里奈，中村伸枝：幼稚園・小学校に通う1型糖尿病をもつ母親の体験．第
61回日本小児保健協会学術集会講演集，135，2014．
4． 石川由美香＊，中村伸枝，佐藤奈保：血液腫瘍疾患をもつ前思春期の子どもの病気の捉え方とヘルス
プロモーションに対する母親の捉え方と関わり．日本小児看護学会第24回学術集会講演集，123，
2014．
 ＊2014年3月博士前期課程修了
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5． 中村伸枝，金丸友，出野慶子：1型糖尿病をもつ小児と家族への看護支援と教育教材．第2回日本糖尿
病協会療養指導学術集会抄録集，40，2014．
6． Ayaka Fujita＊，Nobue Nakamura，Makoto Hayashida，Tomoaki Taguchi: Daily life experiences 
and health-related QOL among parents of preadolescent and adolescent living liver transplant 
recipients．2014 World transplant congress，poster，2014．
 ＊2014年3月博士後期課程修了
7． 藤田紋佳＊，中村伸枝，佐藤奈保，林田真，松浦俊治，濱田裕子，木下義晶，田口智章：生体肝移植
後の学童後期から思春期の子どものQOL維持・向上を目指した療養生活のモニタリング指標の作成．
第50回移植学会，P－018，2014．
 ＊2014年3月博士後期課程修了
8． 出野慶子，河上智香，天野里奈，中村伸枝：協働して1型糖尿病をもつ子どもを育てている夫婦の思
い．第19回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，197，2014．
9． 藤岡 寛，涌水理恵，佐藤奈保，西垣佳織，沼口知恵子，岸野美由紀，小沢 浩，岩崎信明：在宅重症
心身障害児の家族のエンパワメント－父親が担う役割－．日本重症心身障害学会誌，39(2)，225，
2014．
10．栗林真央，中村伸枝，仲井あや：耳鼻咽喉科疾患で短期入院により手術を受ける幼児後期・学童期の
患児が持つ手術のイメージと手術後の体験．千葉看第20回学術集会講演集，31，2014．
11．伊藤海青，中村伸枝，仲井あや：食物アレルギーをもつ学童と家族の学校生活における食事に関する
工夫．千葉看第20回学術集会講演集，46，2014．
12．村田圭汐，中村伸枝，仲井あや：整形外科手術を受けた学童期患児が描く退院後の学校生活と家族の
心配－病棟看護師による退院支援の経過から見えてくる姿－．千葉看第20回学術集会講演集，47，
2014．
13．雄山愛美，中村伸枝，内海加奈子＊：気管支喘息をもつ学童・思春期患者の疾患や治療・セルフケア
に対する受け止め方とサポート．千葉看第20回学術集会講演集，48，2014．
 ＊2014年3月まで本研究科教員
〔単行書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
14．佐藤奈保：病とともに生きる人のエンド・オブ・ライフケアへのアプローチ　７）病とともに生きる
子どもと家族へのエンド・オブ・ライフケア，長江弘子 編：看護実践に活かすエンド・オブ・ライ
フケア，日本看護協会出版会，151－157，2014．
15．仲井あや：病とともに生きる人のエンド・オブ・ライフケアへのアプローチ　７）NICUで重篤な疾
病とともに生きる子どもと家族へのエンド・オブ・ライフケア，長江弘子 編：看護実践に活かすエ
ンド・オブ・ライフケア，日本看護協会出版会，158－166，2014．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
16．杉山友理，中村伸枝，佐藤奈保：重症心身障害児とその家族に対する訪問看護師の支援に関する文献
検討．日本小児看護学会誌，23(1)，29－35，2014．
17．中村伸枝，竹中沙織，仲井あや，上林多佳子，若菜幸子，和住淑子，黒田久美子，阿部房子：学生の
看護実習を通した学びの特徴と大学教員と臨床指導者の連携・協働のあり方．千大看紀要，36，21-
26，2014．
18． 仲 井 あ や： 米 国Colorado NIDCAPセ ン タ ー に お け るAPIB（Assessment of Term and Preterm 
Infant Behavior：新生児・早産児行動評価）の導入研修に参加して－研修報告および今後の研究へ
の活用性－．千大看紀要，36，59－62，2014．
19．正木治恵，宮﨑美砂子，佐藤奈保，時田礼子，島村敦子，岩瀬靖子，椿祥子: 千葉大学大学院看護学
研究科の災害支援者派遣の取り組み．千大看紀要，36，27－32，2014．
20．出野慶子，河上智香，天野里奈，中村伸枝：1型糖尿病をもつ年少の子どもを養育する父親の役割．
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第37号
－104－
日本糖尿病教育・看護学会誌，18(1)，33－39，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
21．中村伸枝，出野慶子，谷洋江，金丸友，高橋弥生，内海加奈子，仲井あや，佐藤奈保：インスリンポ
ンプ療法を行う1型糖尿病の小児と家族の療養生活に関する文献検討．日本糖尿病教育・看護学会誌，
18(2)，187－194，2014．
22．藤岡 寛，涌水理恵，山口慶子，佐藤奈保，西垣佳織，沼口知恵子: 在宅で重症心身障がい児を養育す
る家族の生活実態に関する文献検討．小児保健研究，73(4)，599－607，2014．
23．中村伸枝：小児・ヤングの糖尿病　ライフステージの課題に応じたケア．DM Ensemble 増刊号，3，
18－19，2014．
〔研究状況〕
　本年度は，金丸が着任し，本教育研究分野で継続してきた小児糖尿病をもつ子どもと家族の研究の充実
が図られた(1，5)．また，本教育研究分野では，慢性疾患や障害をもつ子どもと家族について看護実践を
重ねながら，大学院生らと共に研究を継続し発信している (4，6，7，10，11，12，13)．
　中村は，H25～27年度科研費（基盤研究（C））を得て「インスリンポンプ療法を行う1型糖尿病をもつ
子どもの療養生活支援・評価指標の開発」に分野全体で取り組み研究成果を発信(21)するとともに，小児
糖尿病に関する研究(3，8，20，23)や，「看護系大学と臨地実習施設が共同で取り組む組織変革に関する研
究」に携わり，成果を発信した(17)．佐藤は，平成25～27年度科研費（挑戦的萌芽研究）を得て「障がい
をもつ幼児の養育者のコ・ペアレンティングに着目した育児支援に関する研究」に取り組むとともに，平
成25～26年度科研費(挑戦的萌芽研究)「在宅重症児の家族エンパワメントに焦点を当てた看護ケア実践モ
デル開発」(代表：涌水理恵)の共同研究者として成果を発表した(9，22)．また，平成26～28年度科研費(基
盤研究（C）)「陸前高田市における乳幼児を抱える家族の災害エスノグラフィー」(研究代表者：駒形朋
子)の研究分担者として活動を行い，災害看護の実践に関わった(19)．さらに，平成26～27年度科研費(挑
戦的萌芽研究)「がん体験者と子どもを含む家族のためのサポートプログラムパッケージの開発」(研究代
表者：増島麻里子)の研究分担者としても活動を始めている．仲井は，平成26～28年度科研費（若手研究
(B)）を受け，「早産児の親とともに行う生後早期の発達支援の展開と評価・支援モデルの考案」を開始す
ると共に，早産児と家族に関する研究成果を発信した(2，18)．金丸は，平成26～27年度科研費（研究活動
スタート支援）を受けて，「精神疾患をもつ母親が体調管理をしながら行う育児を促進する看護援助指針
の開発」を開始し，精神疾患をもつ母親が自身の体調を管理しながら家族と協力して育児が行えるための
支援を検討している．
成人看護学教育研究分野
〔原著〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
1． 糸川紅子＊，岡本明美，眞嶋朋子：外来化学療法を受ける進行・再発大腸がん患者の症状緩和・悪化
防止のための生活調整．千葉看護学会会誌，31－37，2014．
 ＊平成23年3月博士前期課程修了
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
2． 長坂育代：不確かさを抱える乳がんの女性に対するオンコロジーナースの看護実践．第28回日本がん
看護学会学術集会講演集，116，2014．
3． 金澤麻衣子＊，渡邉美和，増島麻里子：一次二期乳房再建術を受けた乳がん患者の術後早期における
主体的取りくみ．第28回日本がん看護学会学術集会講演集，295，2014．
4． 増島麻里子：講演2『エンド・オブ・ライフケア－市民と専門家の協働・連携－』市民と専門家との
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第37号
－105－
対話を促すエンド・オブ・ライフケアモデルの提案，第18回日本在宅ケア学会学術集会抄録集・プロ
グラム，44，2014
 ＊平成25年3月博士前期課程修了
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
5． 谷本真理子，和泉成子，櫻井智穂子，長江弘子，増島麻里子：アドバンスケアプランニング（ACP）
の概念分析－2003～2012年海外論文の分析から－．第19回日本緩和医療学会学術大会 プログラム・
抄録集，379，2014．
6． 増島麻里子，櫻井智穂子，長江弘子，谷本真理子，池崎澄江，和泉成子：医療者が捉える高齢慢性疾
患患者の望ましいエンド・オブ・ライフ（終生期）ケアに関わる要因．第19回日本緩和医療学会学術
大会 プログラム・抄録集，493，2014．
7． Hitomi Sato，Junnko Kusunoki，Tomoko Majima：The Emotional Experience Of Family 
Members Caring For Symptomatic Primary Malignant Brain Tumor Patients．18th International 
Conference on Cancer Nursing，Preliminary Program，26，PANAMA，2014．
8． 眞嶋朋子，長坂育代，増島麻里子，岡本明美，渡邉美和，楠潤子：専門看護師活動の医師の包括的指
示に基づいて実践している医行為の現状．千葉看第20回学術集会集録，43，2014．
9． 長坂育代，眞嶋朋子，神津三佳，増島麻里子，岡本明美，渡邉美和，楠潤子，金子眞理子：チーム医
療を促進する専門看護師の臨床判断．第34回日看科会学術集会講演集，620，2014．
10． 小林成光＊，長坂育代，増島麻里子：がん罹患により離職した就労世代のがん患者の離職前の体験．
第34回日看科会学術集会講演集，292，2014．
 ＊平成26年3月博士前期課程修了
〔報告書〕
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
11． 眞嶋朋子，長坂育代，岡本明美，楠潤子，渡邉美和，増島麻里子，金子眞理子：チーム医療を促進す
る臨床判断に焦点を当てた専門看護師教育プログラム．平成23～25年度科学研究費補助金（基盤研究
(B)）研究成果報告書，2014．
〔単行書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
12． 増島麻里子訳：第11章 HIV/AIDSとともに生きる過程で生じるポジティブな変化．Lawrence G．
Calhoun., Richard G．Tedeschi(宅香菜子，清水研監訳)：心的外傷後成長ハンドブック，医学書院，
313－327，2014．
13． 増島麻里子：エンド・オブ・ライフケアの現状と課題；長江弘子編：看護実践にいかすエンド・オ
ブ・ライフケア，日本看護協会出版会，77－84，2014．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
14． 眞嶋朋子：多職種連携を基盤にした質の高い循環器看護実践の創造．日本循環器看護学会誌，6－8，
2014．
15． 野地有子，小林美亜，辻村真由子，錢淑君，田所良之，渡邉美和，岩崎弥生，緒方泰子，望月由紀：
平成24年度留学生交流支援制度(ショートステイ・ショートビジット(SSSV))による異文化看護
(Transcultural Nursing)プログラムの取り組み　ショートステイ(SS)におけるアジア3か国の学生の受
入れ．千葉大学大学院看護学研究科紀要，33－37，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
16． 増島麻里子：超高齢・多死社会におけるエンド・オブ・ライフケア－市民と専門家との対話の促進－，
日本在宅ケア学会誌Vol18(1)，39－41，2014．
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第37号
－106－
17． 増島麻里子：千葉大学亥鼻キャンパスの特色ある先端研究・教育の紹介，国立大学医療系学部におけ
る改革強化に関する取り組みと将来展望．千葉大学未来医療教育研究機構シンポジウム，日本経済新
聞，2014年8月28日．
18． 増島麻里子：緩和医療とQOL リンパ浮腫．有賀悦子，高野利実，宮﨑正二郎編：がん読本，No．2，
インターサイエンス社，3－4，2014．
〔研究状況〕
　成人看護学教育研究分野では，がん看護，終末期看護，専門看護師教育に関する研究を行っている．ま
た，がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン「国際協力型がん臨床指導者養成拠点」に取り組んでい
る．
　がん看護については，眞嶋らが，外来化学療法を受ける進行・再発大腸がん患者の症状緩和・悪化防止
のための生活調整についての研究報告を行った(1)．長坂は，不確かさを抱える乳がん女性に対するオンコ
ロジーナースの看護実践について(2)，また，渡邉および増島らは，乳房再建術を受けた乳がん患者の術後
早期発見における主体的取り組みについて(3)，眞嶋および楠らは，原発性悪性脳腫瘍患者に関わる家族の
感情的体験について(7)，さらに，長坂および増島らは，がん罹患により離職した就労世代の体験に関する
研究成果をそれぞれ発表した(10)．増島は，緩和医療とQOLの中でのリンパ浮腫について執筆した(18)．
文部科学省科学研究費補助金を受けて，増島らは，「がん体験者と子どもを含む家族のためのサポートプ
ログラムパッケージの開発」(挑戦的萌芽研究)に継続して取り組んでいる．
　終末期看護については，千葉大学COEスタートアッププログラム代表として，「生活文化に即したエン
ド・オブ・ライフケア」に継続して取り組み，増島らは，アドバンスケアプランニング(ACP)の概念分析
について(5)，医療者が捉えた高齢慢性疾患患者の望ましいエンド・オブ・ライフケアに関わる要因に関す
る(6)研究成果を発表した．また，増島は，市民と専門家との対話を促すエンド・オブ・ライフケアについ
て講演を行い(4)，さらに，看護実践におけるエンド・オブ・ライフケアの現状と課題について執筆し(13)，
超高齢・多死社会におけるエンド・オブ・ライフケアについて報告している(16)．渡邉は，文部科学省科
学研究費補助金を受けて，「終末期がん患者と配偶者の相互作用を支える看護モデルの精練」（若手研究
(B)）に継続して取り組んでいる．
　専門看護師教育については，眞嶋らは，専門看護師活動の医師の包括的指示に基づいて実践している医
行為の現状を明らかにした研究成果について発表した(8)．また，チーム医療を促進する専門看護師の臨床
判断に関する研究発表を行い(9)，この成果に基づいた専門看護師教育プログラムについて，平成23～25年
度科学研究費補助金(基盤研究B)研究成果報告書として報告した(11)．
　がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン「国際協力型がん臨床指導者養成拠点」においては，がん
プロ全国e－learningクラウドシステムを用いて，38単位の専門看護師教育に利用可能なe－learning授業
を多数収録・公開し，国内の看護系大学での利用促進を図っている．
　その他，眞嶋は，多職種連携を基盤にした質の高い循環器看護実践(14)について報告した．増島は，心
的外傷後成長ハンドブックの中で，HIV/AIDSとともに生きる過程で生じるポジティブな変化について分
担翻訳した(12)．また，千葉大学亥鼻キャンパスの特色ある先端研究・教育として，国立大学医療系学部
における改革強化に関する取り組みと将来展望について報告した(17)．渡邉らは，平成24年度留学生交流
支援制度による異文化看護(Transcultural Nursing)プログラムの取り組みについて報告した(15)．
　眞嶋らは，千葉大学の治療学創生研究の助成を受け，高度急性期病院における医療者の専門職連携コン
ピンテンシーが医療の質に与える影響に関する研究に着手し，調査活動を行っている．増島は，「慢性疾
患高齢患者の終生期の充実に向けた市民・医療をつなぐ情報共有システムの構築」（基盤研究(B)）に取り
組んでいる．
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第37号
－107－
老人看護学教育研究分野
〔原著〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
1． 須藤麻衣，谷本真理子，高橋良幸，正木治恵：侵襲の大きい手術を受けた高齢者の術後移行期におけ
る自己の創造，千葉看会誌，19(2)，57－64，2014
2． 瀬戸奈津子，清水安子，石井秀宗，正木治恵：糖尿病看護実践能力評価指標の信頼性・妥当性の検証，
大阪大学看護学雑誌，20(1)，1－12，2014
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
3． 寺尾洋介，高橋良幸，正木治恵，谷本真理子：特別養護老人ホーム入居高齢者への家族の関わりを支
えるもの－最期まで通い続ける家族を対象に－，千葉看会誌，20(1)，47－54，2014
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
4． M Tanimoto，Y Takahashi，A Sakamoto，T Hattori，Y Tadokoro，M Sudo，H Masaki： END-
OF-LIFE CARE FOR NON-CANCER CHORONIC ILLNESS PATIENTS IN THE REGIONAL 
HOSPITAL IN JAPAN，17th　East Asian Forum of Nursing Scholars(EAFONS) ，2014年2月20～
21日Philippines．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
5． Masaki H., Nishiyama M., Hayashi Y., Nishida N., Kawai N., Sakai S., Endo K．：Narratives of the 
elderly and families who participated in the “healthy aging class”．35th International Association 
for Human Caring Conference，International Journal for Human Caring，18(3)，2014
6． Kameishi C., Tanimoto M., Seto., Shimizu Y., Masaki H．：A case report on nursing support for 
hospitalized Parkinson’s disease patients:．Focusing on changes in patients as a result of nursing 
support，35th International Association for Human Caring Conference，International Journal for 
Human Caring，18(3)，2014
7． Shimizu Y., Mizuno M., Uchiumi K., Seto N., Masaki H．: Area characteristics affecting BS 
variation from a viewpoint of diabetes specialist nurses in Japan，35th International Association 
for Human Caring Conference，International Journal for Human Caring，18(3)，2014
8． 丸山理恵，河井伸子，正木治恵：終末期を生きる慢性心不全高齢患者の意思決定，第19回日本老年看
護学会学術集会講演集，194，2014
9． 林弥江，正木治恵，桑田美代子，吉岡佐知子，西山みどり，河井伸子，松本啓子，内野良子，坂井さ
ゆり，遠藤和子，西田伸枝，長江弘子，手島恵：高齢者の終生期の軌跡－老人看護専門看護師の実践
から－，第19回日本老年看護学会学術集会講演集，190，2014
10． 亀井智子，千吉良綾子，泉キヨ子，正木治恵，松本佐知子，島橋誠，堀内ふき：「認知症入院患者へ
のチーム医療」の有効性に関するエビデンス：システマティックレビューとメタアナリシス，第19回
日本老年看護学会学術集会講演集，130，2014
11． 渋川翔太，有松崇行，三宅徳久，飯田直子，荒木暁子，正木治恵，大武美保子：患者声掛けロボット
のための看護師へのインタビュー調査，第32回日本ロボット学会学術集会，2014
12． 松本啓子，正木治恵，桑田美代子，吉岡佐知子，西山みどり，河井伸子，坂井さゆり，遠藤和子，内
野良子，林弥江，手島恵，長江弘子：高齢者の豊かな最晩年を創出する終生期ケア質評価指標開発に
向けた要素に関する文献検討，第34回日看科会学術集会講演集，348，2014
13．西山みどり，遠藤和子，正木治恵，河井伸子，林弥江，坂井さゆり：高齢者・家族のありたい最期の
迎え方－「いきいき健康教室」を通して－，第34回日看科会学術集会講演集，565，2014
14．鳥井美穂，田所良之：老老介護状況にあるパーキンソン病患者の機能訓練に対する思い．日本難病看
護学会誌，19(1)，37，2014．
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15． 丸田美穂，田所良之：成人期のクローン病患者が診断初期に抱える困難とその対処について．日本難
病看護学会誌，19(1)，58，2014．
16． 内山朋美，田所良之：急性期病院での入院・加療を経験した高齢重症筋無力症患者が自宅退院後に抱
える日常生活上の困難．日本難病看護学会誌，19(1)，60，2014．
17． 石橋みゆき，市村尚子：課題解決型高度医療人材養成プログラム提案に向けた看護系人材養成に係る
政策立案過程．千葉看第20回学術集会集録，30，2014
18． 市村尚子，石橋みゆき：看護学分野の教育と臨床の連携強化を目指した課題解決型高度医療人材養成
プログラムの政策立案過程とねらい．千葉看第20回学術集会集録，29，2014
〔報告書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
19．正木治恵：基調講演：臨床と大学をつなぐ看護学教育者養成について～日本看護系大学協議会調査結
果より，平成25年度看護学教育ワークショップ報告書，千大院看紀要，16－19，2014
20．山本則子，石垣和子，岡田忍，緒方泰子，金川克子，酒井郁子，鈴木みずえ，永野みどり，本田彰子，
正木治恵，山田律子，鈴木郁子，辻村真由子：高齢者訪問看護質指標を用いたインターネット訪問看
護支援システムの有効性検討，平成20～24年度科学研究費基盤研究（A）研究成果報告書，1－182，
2014
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
21．亀井智子，泉キヨ子，堀内ふき，正木治恵，松本佐知子，島橋誠，千吉良綾子（2013年度～2015年度
日本老年看護学会老年看護政策検討委員会）：老人看護専門看護師および認知症看護認定看護師を対
象とした『入院認知症高齢者へのチーム医療』の実態調査報告書，1－79，2014
〔単行書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
なし
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
23． 正木治恵：糖尿病看護ベストプラクティス　インスリン療法，序　ベストプラクティスの定義と本書
の使い方，[編集］一般社団法人日本糖尿病教育・看護学会，1－10，2014
24．高橋良幸：序章ベストプラクティスを理解するために必要な知識．日本糖尿病教育・看護学会編　糖
尿病看護ベストプラクティス．日本看護協会出版会，13－30，2014．
25． 石橋みゆき：医学教育白書2014版（‘11～’14），第3部　医療系専門職教育　保健師，日本医学教育学
会（監修）日本医学教育学会広報・情報基盤開発委員会(編)，篠原出版新社，239頁～242頁，2014年
26． 石橋みゆき：医学教育白書2014版（‘11～’14），第3部　医療系専門職教育　看護師，日本医学教育学
会（監修）日本医学教育学会広報・情報基盤開発委員会(編)，篠原出版新社，248～252，2014年7月
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
27．正木治恵：腎代替療法の多様化と看護の新しい役割－標準化と個別化の視点から；看護における「実
践知」と「個別性」，臨牀透析，30(3)，263－269，2014
28．正木治恵，宮﨑美砂子，佐藤奈保，時田礼子，島村敦子，岩瀬靖子，椿祥子：千葉大学大学院看護学
研究科の災害支援者派遣の取り組み，千大院看紀要，36，27－32，2014
29．正木治恵，大塚眞理子：シンポジウム2「地域におけるチームケアを考える」 地域で暮らす高齢者を
支えるチームケア，老年看護学，18(2)，22－23，2014
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
30．正木治恵，三砂ちづる，瀧澤文雄，高橋久一郎：文化看護学会第5回学術集会　鼎談「応答する身体」，
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文化看護学会誌，6(1)，45－57，2014
31．正木治恵：第18回日本糖尿病教育・看護学会学術集会報告　教育講演1　高齢者のEnd of Life Care，
日本糖尿病教育・看護学会誌，18(1)，51－52，2014
32．清水安子，大原裕子，米田昭子，森小津恵，瀬戸奈津子，黒田久美子，西垣昌和，宮武曜子，数間恵
子，正木治恵：インスリン療法に関するインシデント・アクシデントの内容－全国実態調査の自由記
載欄の内容から－，日本糖尿病教育・看護学会誌，18(2)，151－159，2014
33．M Tanimoto，Y Takahashi，A Sakamoto，T Hattori，Y Tadokoro，M Sudo，H Masaki：END-
OF-LIFE CARE FOR NON-CANCER CHORONIC ILLNESS PATIENTS IN THE REGIONAL 
HOSPITAL IN JAPAN
34． 石橋みゆき，市村尚子：地域で活躍できる看護人材育成のグッドプラクティスを支援する文部科学省
「課題解決型高度医療人材養成プログラム事業」．訪問看護と介護19（9），730－732，2014年8月
35． 酒井郁子，北川公子，大塚眞理子，曾田信子，北 素子，高見美保，田所良之，深堀浩樹，山本則子：
学会誌編集方針・投稿規程・査読プロセス－日本老年看護学会編集委員会企画－，交流集会5，日本
老年看護学会第19回学術集会，2014
36． 田所良之，加藤久美：公開セミナー1　難病患者が本音で語る(1)，第19回日本難病看護学会学術集会，
日本難病看護学会誌，19(1)，2014
37． 田所良之，加藤久美：公開セミナー1 難病患者が本音で語る(1)，日本難病看護学会誌，19(2)，143，
2015
38． 田所良之：高齢パーキンソン病患者が行う対処とその支援，特集1レビー小体病のケア，臨床老年看
護，12－21，2014 1/2号
　老人看護学教育研究分野では，老人看護と慢性疾患看護に関する教育・研究を行っている．
　老人看護に関しては，高齢者の終生期ケアに関する研究（9．12．13），高齢者の家族を対象とした研究
（3．5．1），老人看護の高度実践に関する研究（9）を行い，急性期医療を受ける高齢者の在り様に関する
研究について発表した．
　慢性疾患看護に関しては，慢性疾患患者のエンドオブライフケアに関する研究（4，8），神経難病患者
の在り様に関する研究（6．14．15．16），慢性疾患看護の実践知に関する研究（31），他職種との連携に
関する研究（10）に取り組み発表した．
　糖尿病看護に関しては，糖尿病患者の対象理解に関する研究（2，3，14），セルフケアの評価に関する
研究（2），糖尿病患者への高度看護実践や支援方法に関する研究（7）に取り組み発表を行った．
　その他，工学部や他施設との学際共同研究（11），訪問看護支援システムに関する報告書（20），認知症
高齢者へのチーム医療の実態報告（21）及び看護学教育に関する報告書作成や単行書の執筆（19．25．
26），医療人材養成に係る政策決定過程に関する実践報告（17，18）を行った．
　今年度は，昨年度に引き続き，正木が「高齢者の豊かな最晩年を創出する終生期ケア質指標の開発」
（文部科学省研究補助金（基盤B）），田所が「日本における患者－看護師間の対人援助関係の構築・促進・
維持に関する看護技術の特徴」（文部科学省研究補助金（基盤C）），高橋が「終末期慢性呼吸器疾患患者
への患者アウトカム評価を含む相互作用実践モデルの作成」（文部科学省研究補助金（基盤C））を受け，
研究を進めている．
精神看護学教育研究分野
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
1． Ishii M，Nosaki A : Psychological Impact that Siblings of Children Treated as Pediatric Oncology 
Patients are Suffering．17th conference East Asian Forum of Nursing Scholars．Programme，p40，
Manila，Philippine，February 20－21，2014．
2． Sugahara A，Nosaki A : Practical Difficulties of Nursing Anorexia Nervosa Children at Peadiatric 
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Unit in University Hospital．17th conference East Asian Forum of Nursing Scholars．Programme，
p40，Manila，Philippine，February 20－21，2014．
3． Kobayakawa，R，Isaki K，Nosaki A，Tsukahara T：Influencing Factors for Japanese Nurses to 
Continue Working as a Nurse at Local Public Hospitals．17th conference East Asian Forum of 
Nursing Scholars．Programme，p46，Manila，Philippine，February 20－21，2014．
4． Unozawa K，Nosaki A : A Literature Review : Research Trend of Cognitive Behavior Therapy of 
Nursing Field in Japan．17th conference East Asian Forum of Nursing Scholars．Programme，
p52，Manila，Philippine，February 20－21，2014．
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
5． 野崎章子，大塚公一郎：在日ブラジル人の東日本大震災における被災体験と心的外傷後ストレス障害
(PTSD)．第21回多文化間精神医学会総会プログラム・抄録集，p83，2014．
6． Nosaki A，Otsuka K : Mental Health of Foreign Residents in Japan : A Literature Review．XVI 
World Congress of Psychiatry．Madrid，Spain，September 14－17，2014．
7． Nosaki A，Otsuka K : Psychological Impact of Great East Japan Earthquake for Japanese-Brazilian 
People Living in Japan．16th Pacific Rim College of Psychiatrists Scientific Meeting．Vancouver，
BC Canada．October 5－7，2014．
8． Yoshinaga N，Nosaki A，Unozawa K，Hayashi Y，Shimizu E : A Systematic Review of Cognitive 
Behavioral Therapy in Nursing Field in Japan．16th Pacific Rim College of Psychiatrists Scientific 
Meeting．Vancouver，BC Canada．October 5－7，2014．
9． Hanzawa S，Yatabe K，Nosaki A，Nagai Y，Tanaka G，Nakane H，Nakane Y : Internalized 
stigma and expectation of psychiatric nursing role in the society : A study of psychiatric nurses as 
a hospital staff working in Japan．9th International Conference on Early Psychosis．Tokyo，Japan，
November 17－19，2014．
10． Nosaki A，Otsuka K : Symptoms of Post-traumatic Stress Disorder among Brazilian people living 
in Japan following the Great East Japan Earthquake．9th International Conference on Early 
Psychosis．Tokyo，Japan，November 17－19，2014．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
11． Hanzawa S，Yatabe K，Nosaki A，Nagai Y，Tanaka G，Nakane H，Nakane Y : Internalized 
stigma and expectation of psychiatric nursing role in the society : A study of psychiatric nurses as 
a hospital staff working in Japan．Early Intervention in Psychiatry，8，Supplement 1，126，
November 2014．
12． Nosaki A，Otsuka K : Symptoms of Post-traumatic Stress Disorder among Brazilian people living 
in Japan following the Great East Japan Earthquake．Early Intervention in Psychiatry，8，
Supplement 1，128，November 2014．
〔研究状況〕
　精神看護学教育研究分野では，精神障害をもちながら暮らす人々とその家族，そして逆境等のストレス
状況にある人々のメンタルヘルスに焦点をあて，当事者が持つ力を活かす看護支援方法に関する研究に取
り組んでいる．同時に精神看護実践の向上をめざし，看護師への支援および看護援助技術の開発に関する
研究についても継続的に取り組んでいる．
　阿部は平成26年度より，文部科学省科学研究費補助金(若手研究(B))を受け，「介護者会に参加する息子
介護者への効果的かつ持続的な看護支援方法」に取り組んでいる．
　精神障害をもちながら暮らす人々とその家族への支援として，平成26年度に着任した舘は，触法精神障
害者の地域生活継続支援を目的とした研究に着手している．医療観察法指定通院処遇を終了した精神障害
者の地域生活の実態と支援者の取り組みについて明らかにし，成果発表の準備に取り組んでいる．さらに，
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今後は，日本国内のみならず，ネパール等の社会資源に乏しい途上国の精神保健に関する研究についても
検討している．
　逆境等のストレス状況下にある人々のメンタルヘルス支援として，野﨑は文部科学省科学研究費補助金
(基盤研究(C))を受け，在日ブラジル人の東日本大震災の被災体験と心的外傷後ストレス障害について調査
し，当事者自らがemergency preparednessに取り組むレジリエントなコミュニティ形成支援に関する研
究を継続して行っている（5，6，7，10，12）．また，在日外国人の他に，小児がん患児のきょうだいのメ
ンタルヘルスに関する研究を行った（１）．
　精神看護実践向上をめざした看護師への支援に関する研究として，キャリア開発を目標とした勤務継続
に関する研究（３）に取り組んだ．看護援助技術の向上・開発に関する研究では，日本の精神科看護師の
internalized stigmaと役割との関連に焦点をあてた研究（9，11），精神科病棟ではない治療環境における
精神看護実践の向上を目的として，大学病院小児科病棟における神経性無食欲症患児への看護上の困難に
関する研究を行った（２）．さらに，看護師が援助技術として行う認知行動療法に関する研究に着手し，
日本における看護師による認知行動療法の実態をsystematic reviewにより明らかにした（4，8）．
地域看護学教育研究分野
〔原著〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
1． 時田礼子，佐藤紀子，宮﨑美砂子：在宅精神障害者と近隣住民が関わりを持つことにより生活の質が
変化し地域での豊かな生活に向かったプロセス．千葉看会誌，19(2)，11－19，2014．
2． 石丸美奈，安田貴恵子，山崎洋子，井手知恵子：実践上の課題解決を目指した保健師の研究への看護
系大学教員による支援方法の特徴．千葉看会誌，19(2)，47－55，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
3． 鈴木悟子，石丸美奈，宮﨑美砂子：30歳代男性メタボリック・シンドローム該当者・予備群の健康に
対する価値観と変化要因．千葉看会誌，20(1)，11－19，2014．
4． 宮澤早織，佐藤紀子，宮﨑美砂子：飲酒問題を抱えながら乳幼児を育てる女性とその家族に対する行
政保健師の支援方法の特徴，千葉看会誌，20(1)，21－29，2014．
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
5． Mina Ishimaru，Reiko Tokita，Rie Iino，Misako Miyazaki，Yukari Sugita，Sumie Ikezaki : 
Questionnaire Survey on the Conditions Public Health Nurses Require for Conducting Practice-
Based Research．35th International Association for Human Caring Conference，Kyoto，2014．
6． Ayumi Hashimoto＊，Mina Ishimaru，Misako Miyazaki：The Elderly’s Way of Living in Shelters 
and Temporary Housing after Natural Disasters．35th International Association for Human Caring 
Conference，Kyoto，2014．
 ＊2014年3月博士前期課程修了
7． Yumiko Okada＊，Mina Ishimaru，Misako Miyazaki : Relationship between demented elderly 
people and their neighbos in their daily life．35th International Association for Human Caring 
Conference，Kyoto，2014．
 ＊2014年3月博士前期課程修了
8． Kiyomi Asahara，Maasa Kobayashi，Misako Miyazaki，Yukiko Anzai，Emiko Konishi，Yasuko 
Mitsumori，Toshie Miyazaki，Junko Omori，Wakanako Ono：Development and evaluation of a 
public health nursing ethics education program for nursing students．APHA 142nd Annual 
Meeting and Exposition，New Orleans，2014．
9． 丸谷美紀，嶋澤順子，細谷紀子，雨宮有子，佐藤紀子，大澤真奈美，田村須賀子，宮﨑美砂子：生活
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習慣病予防のポピュレーションアプローチに見られる文化的看護～ベッドタウンにおける初年度調査
より．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，57，2014．
10．岡田由美子＊，石丸美奈，宮﨑美砂子：生活交流の実態から捉える近隣住民と在宅認知症高齢者との
関係．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，77，2014．
 ＊2014年3月博士前期課程修了
11．小林真朝，麻原きよみ，大森純子，小野若菜子，三森寧子，宮﨑美砂子，宮﨑紀枝，安斎由貴子：
「公衆衛生看護の倫理」教育の重要性に対する教員の認識．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，
85，2014．
12．牛尾裕子，松下光子，飯野理恵，嶋澤順子，宮芝智子，塩見美抄，小巻京子，竹村和子：地区診断の
実習・演習における学生の学びに対する教員の評価視点．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，
86，2014．
13．小巻京子，牛尾裕子，松下光子，飯野理恵，嶋澤順子，塩見美抄：個から始まる地域アセスメント教
材の保健師，学生への意見．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，90，2014．
14．橋本明弓＊，石丸美奈，宮﨑美砂子：避難所及び仮設住宅における高齢者の生き方の変化に影響を及
ぼす家族との相互作用．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，138，2014．
 ＊2014年3月博士前期課程修了
15．飯野理恵，宮﨑美砂子，石丸美奈，時田礼子，岩瀬靖子，上田修代，杉田由加里，栗栖千幸，佐藤紀
子：予防活動の持続・発展に有用な地域看護技術項目の検討～新任期保健師への意見調査～．日本地
域看護学会第17回学術集会講演集，142，2014．
16．石丸美奈，飯野理恵，宮﨑美砂子，佐藤紀子，細谷紀子，岩瀬靖子，上田修代：最も成果があったと
自己評価する業務研究を通して向上した保健師の能力．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，
147，2014．
17．杉田由加里，井出成美，石丸美奈，松下光子，石川麻衣，緒方泰子：保健所保健師の業務研究への継
続的取り組みを推進する条件．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，149，2014．
18．佐藤紀子，細谷紀子，雨宮有子，丸谷美紀，椿本香里，宮沢早織，井出成美，飯野理恵，時田礼子，
岩瀬靖子，宮﨑美砂子：高齢者のエンパワメント支援指針を活用した介護予防事業従事者の認識・行
動の変化．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，176，2014．
19．遠藤幸男，中瀬克己，犬塚君雄，佐々木隆一郎，菅原智，田上豊資，前田秀雄，坂本昇，金谷泰宏，
近藤久禎，尾島俊之，宮﨑美砂子：大規模地震に対する地域保健基盤整備実践研究．第73回日公衛会
抄録集，250，2014．
20．佐藤紀子，細谷紀子，雨宮有子，椿本香里，宮澤早織，飯野理恵，岩瀬靖子，時田礼子，丸谷美紀，
井出成美，宮﨑美砂子：高齢者のエンパワメント支援指針活用による介護予防事業参加高齢者の変 
化　第1報．第73回日公衛会抄録集，434，2014．
21．細谷紀子，佐藤紀子，雨宮有子，椿本香里，宮澤早織，飯野理恵，岩瀬靖子，時田礼子，丸谷美紀，
井出成美，宮﨑美砂子：高齢者のエンパワメント支援指針活用による介護予防事業参加高齢者の変 
化　第2報．第73回日公衛会抄録集，434，2014．
22．宮﨑美砂子，奥田博子，春山早苗，牛尾裕子，石川麻衣，駒形朋子，丸山佳子，中瀬克己，岩瀬靖
子：災害時の被災市町村保健活動支援に有用な迅速評価項目の検討．第73回日公衛会抄録集，542，
2014．
23．小板橋喜久代，石丸美奈，大島弓子，大森純子，柏木公一，佐藤和佳子，新田なつ子，山田覚：看護
学学術用語の継続的な維持管理システムを考える．第34回日看科学学術集会講演集，219，2014．
24．南裕子，山本あい子，宮﨑美砂子，田村由美，佐々木吉子，中山洋子：グローバルリーダーとは？災
害看護のグローバルリーダーとは？．第34回日看科学学術集会講演集，464，2014．
25．牛尾裕子，松下光子，飯野理恵，嶋澤順子，宮芝智子，塩見美抄，小巻京子：地区診断の実習演習に
おける看護大学生の学びの過程．第34回日看科学学術集会講演集，593，2014．
26．石川麻衣，川本美香，宮﨑美砂子，奥田博子，春山早苗，牛尾裕子，駒形朋子，岩瀬靖子：自然災害
発生時に保健師が行った地域診断の文献検討．日本災害看護学会誌，16(1)，181，2014．
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〔報告書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
27．宮﨑美砂子：災害時の被災市町村支援における地域診断項目とその活用に関する研究．大規模地震に
対する地域保健基盤整備実践研究（研究代表者 遠藤幸男）厚労科学研究費補助金（健康安全・危機
管理対策総合研究事業）平成25年度 総括・分担研究報告書，105－122，2014．
〔単行書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
28．宮﨑美砂子：公衆衛生看護とは何か．第１章公衆衛生看護学概論，最新公衆衛生看護学総論 第２版
2014年版（編集，宮﨑美砂子他），日本看護協会出版会，2－23，2014．
29．石丸美奈：第１章　発達段階の特性に応じた活動論，Ⅱ成人・高齢者保健福祉活動，1．健康づくり
活動，2．生活習慣病予防活動，最新公衆衛生看護学第２版2014年版各論１（編集，宮﨑美砂子他），
日本看護協会出版会，87－138，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
30．宮﨑美砂子：第3章 健康危機管理．公衆衛生看護学テキスト3公衆衛生看護活動Ⅰ（責任編集 岡本玲
子），医歯薬出版，199－213，2014．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
31．飯野理恵，宮﨑美砂子，石丸美奈，岩瀬靖子，時田礼子，杉田由加里，上田修代，佐藤紀子：予防活
動を持続的に展開するための地域看護実践方法の特徴．千葉看会誌，19(2)，73－80，2014．
32．牛尾裕子，松下光子，飯野理恵：公衆衛生看護教育を担当する大学教員が「地区診断」の教育におい
て重視していた教授内容．日本地域看護学会誌，16(3)，82－89，2014．
33．宮﨑美砂子：【東日本大震災－その後⑩】災害時に求められる保健活動の体制および方法の再構築．
公衆衛生情報，43（10），23－24，2014．
34．宮﨑美砂子：【被災地の保健活動における組織体制のあり方への提言】地域保健活動体制の再構築に
関する事例調査から．保健師ジャーナル，70（3），209－213，2014．
35．宮﨑美砂子：【看護学において若手研究者をどう育てるか？ (Ⅰ)】千葉大学大学院看護学研究科長と
しての立場からの提言．看護研究，47（1），33－37，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
36．中野宏子，平位弘子，藤原啓子，宮﨑美砂子：座談会 災害時における統括保健師の役割．地域保健，
45(5)，6－37，2014．
〔研究状況〕
　地域看護学教育研究分野では，行政サービスを担う保健師の活動方法に焦点をあて，家族や地域で生活
する人々に個別に関わる看護を基盤にしながら，ケア体制作り，地域づくり，行政施策づくりにかかわる
公衆衛生看護の専門知識・技術の開発に取り組んでいる．
　宮﨑は，厚生労働科学研究費補助金の研究分担者として「災害時の被災市町村支援における地域診断項
目とその活用に関する研究」に取り組み（19，22，26），報告書をまとめた（27）．また，平成25年度より
科学研究費補助金（基盤研究B）を受けて，「予防活動の持続・発展のための地域看護実践ガイドの作成
と普及に関する研究」に取り組んでいる（15，31）．
　石丸は，分担研究者として，「行政保健師の実践の充実を目指した業務研究サポートモデルの開発」（科
学研究費補助金（基盤研究C），研究代表者：杉田由加里）（2，5，16，17），「‘個から地域へʼ展開する保
健師の思考過程に着目した公衆衛生看護実践モデルの開発」（科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究），研究
代表者：山田洋子）に取り組んでいる。
　時田は平成26年度より「市町村福祉部門の保健師の精神保健福祉活動における個別支援評価指標の項目
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原案の作成」について，科学研究費補助金（若手研究B）を受け，調査研究を実施した．飯野は，平成24
年度より，科学研究費補助金（基盤研究C）を受け，「住民との共働による生活習慣病予防活動の評価指
標の開発」に取り組んでいる．また，分担研究者として「保健師基礎教育における地域看護診断の演習・
実習で用いる評価ツールの開発」（科学研究費補助金（基盤研究C），研究代表者：牛尾裕子）に取り組ん
でいる（12，13，25，32）．
訪問看護学教育研究分野
〔原著〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
1． 辻村真由子，諏訪さゆり，島村敦子，岩﨑智子＊：フィンランドの地域における認知症高齢者への対
応－高齢者ケアの有識者を対象とした模擬事例を用いたインタビュー調査から－．千大看紀要，36，
11－19，2014．
 ＊2014年3月博士前期課程修了
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
2． 辻村真由子，石垣和子，胡秀英：中国帰国者1世・2世とその中国人配偶者に必要な看護支援の検討－
A県在住者を対象とした健康状態と医療・看護・介護ニーズの実態調査から－．文化看護学会誌，
6(1)，12－23，2014．
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
3． 諏訪さゆり：シンポジウムⅠ　在宅ケアと臨床倫理　認知症とエンド・オブ・ライフケア－その人に
とっての最善を考える－．第18回日本在宅ケア学会学術集会抄録集，55，2014．
4． 吉本照子，辻村真由子：交流集会『訪問看護ステーションにおける継続教育の機能向上－新卒訪問看
護師育成の実践事例から－』．第18回日本在宅ケア学会学術集会抄録集，87，2014．
5． 湯本晶代，諏訪さゆり：レビー小体型認知症療養者の家族が経験した薬物療法についての困難．第18
回日本在宅ケア学会学術集会抄録集，161，2014．
6． 中沢三貴子，辻村真由子，島村敦子，諏訪さゆり：終末期がん患者と家族に対する訪問看護師の支援
－在宅療養経過の時期に焦点をあてて－．第18回日本在宅ケア学会学術集会抄録集，172，2014．
7． 諏訪さゆり：国際生活機能分類ICFを活かした認知症ケア（招待講演）．第8回身体知研究会，千葉大
学西千葉キャンパス，2014．
8． 辻村真由子：在宅高齢者を支える家族介護者の他者へのケアの委譲－家族介護者に関する質的研究の
メタ統合から－．第8回身体知研究会，千葉大学西千葉キャンパス，2014．
9． 島村敦子：訪問看護師が用いる在宅療養者の気持ちを汲み取る方法．第8回身体知研究会，千葉大学
西千葉キャンパス，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
10． Suwa S，Yumoto A，Yamabe T，Ueno M，Sato M：Difficulties Caring for Patients with 
Dementia Living at Home that Receive Drug Therapy and Coping Methods－A focus on advanced 
dementia care practitioners－．International Journal for Human Caring，18(3)，114，2014．
11． Tsujimura M，Ishigaki K: Behaviors and Beliefs Observed in Visiting Nursing Practice in Japan－
A focus on the relationship with home care recipients and families－．International Journal for 
Human Caring，18(3)，118，2014．
12． Shimamura A，Tsujimura M，Suwa S：Research on Kūki Sensed by Visiting Nurses in Homes 
Receiving Nursing Care．International Journal for Human Caring，18(3)，110，2014．
13． 辻村真由子，石垣和子，岡田忍，山本則子：高齢者訪問看護質指標を用いたインターネット支援シス
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テムの有効性検討－排便ケアの質指標に関する訪問看護師による自己評価から－．日本老年看護学会
第19回学術集会抄録集，108，2014．
14． 齋藤弓子，諏訪さゆり，辻村真由子，島村敦子：意思を推し量ることが困難な高齢者を理解するため
の看護師の思考．日本老年看護学会第19回学術集会抄録集，93，2014．
15． 湯本晶代，諏訪さゆり，上野まり，山辺智子，中村考一，武田純子，水村純子，志谷洋子，朝田隆，
佐藤美穂子：高度認知症ケア実践者が困難を感じている在宅認知症者の生活障害とBPSD．日本認知
症ケア学会誌，13(1)，176，2014．
16． 山辺智子，諏訪さゆり，上野まり，湯本晶代，中村考一，武田純子，水村純子，志谷洋子，朝田隆，
佐藤美穂子：在宅認知症者のステージごとの生活障害の具体とケア－高度認知症ケア実践者へのアン
ケート調査より－．日本認知症ケア学会誌，13(1)，188，2014．（第15回認知症ケア学会　石崎賞受
賞）
17． 諏訪さゆり，湯浅美千代，大﨑千秋，谷川良博，谷規久子，角徳文，中澤純一，吉川悠貴（認知症ケ
ア事例ジャーナル編集委員会）：事例報告のまとめ方．日本認知症ケア学会誌，13(1)，94，2014．
18． 吉本照子，長江弘子，辻村真由子：新卒訪問看護師の自己決定的学習を促すための自己評価支援ツー
ルの適用．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，167，2014．
19． 辻村真由子，長江弘子，吉本照子：自律的な新卒訪問看護師を育てるために－看護基礎教育の立場で
できること－．（交流セッション）．日本看護学教育学会誌　日本看護学教育学会第24回学術集会講演
集，93，2014．
20． 犬山彩乃，青木由美恵，島村敦子，辻村真由子，諏訪さゆり：看護師が認知症高齢者を理解するため
に用いている情報－看護活動の場の違いに着目して－．千葉看第20回学術集会講演集，50，2014．
21． 久長正美，松下年子，辻村真由子，島村敦子，諏訪さゆり：補完代替医療に関する訪問看護師のとら
え方と課題．千葉看第20回学術集会講演集，51，2014．
22． 岸野まどか，辻村真由子，島村敦子，諏訪さゆり：親の亡き後を見据えた重症心身障害者に対する訪
問看護師のケアマネジメント．千葉看第20回学術集会講演集，32，2014．
23． 伊藤隆子，雨宮有子，辻村真由子，島村敦子，亀井緑，吉田千文，石垣和子：ケアマネジャーの経験
するモラルディストレス．千葉看第20回学術集会講演集，52，2014．
24． Komatsu T，Suwa S，Tsujimura M，Shimamura A，Asada T: Scientific Investigation of the Care 
for Daily Living Disorders by Apraxia for Dementia．10th International Congress of the European 
Union Geriatric Medicine Society，Rotterdam，Netherlands，2014．
25． 保坂和子，吉本照子，長江弘子，辻村真由子，権平くみ子：新卒者等訪問看護師育成プログラムを受
けた新卒者の学習行動．第45回日看学会抄録（看護教育），190，2014．
26． Iwata N，Suwa S，Tsujimura M，Shimamura A: The Home-nursing Support Provided for 
Patients with Lymphedema in Japan: A Literature Review．The 10th International Conference 
Wellness & Integrative Nursing Care，Korea，171，2014．
27． 辻村真由子，吉本照子，長江弘子：新卒者等訪問看護師育成プログラムにおける訪問看護指導者研修
の評価．第73回日公衛会抄録集，554，2014．
28． 池崎澄江，福井小紀子，藤田淳子，乙黒千鶴，辻村真由子，安東いつ子，礒野有樹子：在宅終末期ケ
アにおける多職種連携の効果の検証第1報　チームの連携と遺族満足度の関連．第73回日公衛会抄録
集，461，2014．
29． 乙黒千鶴，福井小紀子，藤田淳子，辻村真由子，池崎澄江，安東いつ子，礒野有樹子：在宅終末期ケ
アにおける多職種連携の効果の検証第2報　連携行動力に影響する要因を探る．第73回日公衛会抄録
集，462，2014．
30． 藤田淳子，福井小紀子，乙黒千鶴，辻村真由子，池崎澄江，安東いつ子，礒野有樹子：在宅終末期ケ
アにおける多職種連携の効果の検証第3報　連携の相互関係の可視化の試み．第73回日公衛会抄録集，
462，2014．
31． 諏訪さゆり，辻村真由子，島村敦子：フィンランドにおける認知症高齢者と家族への服薬支援活動．
第34回日看科会学術集会講演集，561，2014．
32． 辻村真由子，諏訪さゆり，島村敦子：フィンランドにおける一人暮らし高齢者の自宅での生活を支え
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第37号
－116－
る在宅ケアチームの活動．第34回日看科会学術集会講演集，352，2014．
33． 島村敦子，諏訪さゆり，辻村真由子：訪問看護師が有する療養者と家族が生活する場にある「空気を
読む」能力の構成内容の解明．第34回日看科会学術集会講演集，686，2014．
34． 辻村真由子，野地有子，若杉歩：韓国の病院とクリニックにおける外国人患者への対応の実際：外国
人に安全に医療を提供するための看護管理．第34回日看科会学術集会講演集，481，2014．
35． 吉本照子，辻村真由子，長江弘子：訪問看護ステーションにおける新卒訪問看護師2年目の自己決定
的な学習の状況および学習支援の課題．第34回日看科会学術集会講演集，688，2014．
36． 池本典子，諏訪さゆり，辻村真由子，島村敦子：無床診療所と訪問看護ステーションが在宅療養を支
援する上で感じている困難とその対処－老老介護世帯・高齢単独世帯の支援に焦点をあてて－，第19
回日本在宅ケア学会学術集会講演集，143，2014．
37． 中村考一，諏訪さゆり，山辺智子，湯本晶代，上野まり，武田純子，水村純子，志谷洋子，朝田隆，
佐藤美穂子：地域における一人暮らし認知症者への支援の困難と取組み－模擬事例に対する認知症ケ
ア熟練者の調査から－．第19回日本在宅ケア学会学術集会講演集，78，2014．
38． 長江弘子，吉本照子，辻村真由子，保坂和子，権平くみ子：千葉県における地域連携型新卒訪問看護
師育成プログラムを支える学習支援体制の構築．第19回日本在宅ケア学会学術集会講演集，65，2014．
〔報告書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
39． 公益財団法人　日本訪問看護財団　研究代表者　諏訪さゆり：平成25年度厚生労働省老人保健事業推
進費等補助金　在宅認知症者のステージごとの生活障害と行動・心理症状に応じたケアガイドの開 
発　調査研究事業報告書，2014．
40． 松永敏子，澤田いつ子，星野惠美子，伊藤喜久夫，山木まさ，保坂和子，小関ちはる，鈴木朋子，権
平くみ子，池田幸，豊田智生，吉本照子，長江弘子，辻村真由子：新卒者等訪問看護師育成プログラ
ム～地域で育てよう～．千葉県看護協会報告書，2014．
41． 吉本照子，長江弘子，辻村真由子：自律的な訪問看護師をめざす新卒者のための学習支援ツールと適
用モデルの開発－少子高齢社会の在宅医療福祉を支える訪問看護の質確保に向けて－．平成24年度
ジェロントロジー研究報告，11，75－83，2014．
〔単行書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
42． 諏訪さゆり：第4章　せん妄は起きたら，こう対応しよう　Q33せん妄を誘発・エスカレ－トさせる
コミュニケーションとはどのようなものですか？．酒井郁子，渡邉博幸（編），“どうすればよいか？
に答える”せん妄のスタンダ－ドケアQ＆A100．南江堂，51，2014．
43． 諏訪さゆり：第7章　身体拘束とせん妄ケア　Q54　厚生労働省の介護保険施設における身体拘束3原
則とは何ですか？．酒井郁子，渡邉博幸（編），“どうすればよいか？に答える”せん妄のスタンダー
ドケアQ＆A100．南江堂，79，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
44． 諏訪さゆり：第5章コミュニケーションを援助する．渡辺裕子監修，家族看護を基盤とした在宅看護
論　Ⅱ実践編．第3版，日本看護協会出版会，76－91，2014．
45． 辻村真由子：第2章排泄（排尿・排便）を整える．渡辺裕子監修，家族看護を基盤とした在宅看護 
論　Ⅱ実践編．第3版，日本看護協会出版会，18－37，2014．
46．諏訪さゆり，朝田隆監修，松浦美知代著：気づき力を育てる認知症の生活障害かかわりかた．第1版，
日総研出版，2014．
〔総説・単報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
47． 諏訪さゆり：教育セミナーⅠ　認知症高齢者の理解とかかわり方の基本．日本循環器看護学会誌，9
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第37号
－117－
（2），22－27，2014．
48． 正木治恵，宮﨑美砂子，佐藤奈保，時田礼子，島村敦子，岩瀬靖子，椿祥子＊：千葉大学大学院看護
学研究科の災害支援者派遣の取り組み．千大看紀要，36，27－32，2014．
 ＊2013年8月まで本研究科教員
49． 野地有子，小林美亜＊1，辻村真由子，錢淑君，田所良之，渡邉美和，岩﨑弥生，緒方泰子＊2，望月由
紀：平成24年度留学生交流支援制度（ショートステイ・ショートビジット（SSSV））による異文化看
護（Transcultural Nursing）プログラムの取り組み－ショートステイ（SS）におけるアジア3か国の
学生の受入れ－．千大看紀要，36，33－37，2014．
 ＊12014年3月まで本研究科教員，＊22012年8月まで本研究科教員
50． 辻村真由子，野地有子：平成24年度留学生交流支援制度（ショートステイ・ショートビジット
（SSSV））による異文化看護（Transcultural Nursing）プログラムの取り組み－ソウル国立大学看護
学部へのショートビジット（SV）－．千大看紀要，36，39－45，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
51． 辻村真由子：研究会報告　第5回文化看護学会研究会報告　桜井厚先生「ライフストーリー法を学
ぶ：相互行為の視点から」．文化看護学会誌，6(1)，42－44，2014．
52． 辻村真由子，樋口キエ子，川上節子，西ケイ子，内田明子，小宮山日登美，権平くみ子，本間時枝，
井上惠子，大桐四季子，大島利江，山崎潤子，渡辺清子，藤澤里子，阿部忍：介護支援専門員のケア
プラン作成における訪問看護導入に関する実態－A県の福祉系と看護系の介護支援専門員の比較か 
ら－．医療看護研究，10(2)，18－26，2014．
53． 樋口キエ子，辻村真由子，川上節子，西ケイ子，内田明子，小宮山日登美，権平くみ子，本間時枝，
井上惠子，大桐四季子，大島利江，山崎潤子，渡辺清子，藤澤里子，阿部忍：介護支援専門員の視点
からの訪問看護導入推進の課題－A県における福祉系と看護系介護支援専門員の比較から－．医療看
護研究，10(2)，27－33，2014．
54． 諏訪さゆり：認知症の人の生活障害へのケアを築く．日本認知症ケア学会誌，13(2)，406－407，2014．
55． 諏訪さゆり：訪問看護における認知症ケアのポイント－効果的なケアの蓄積の必要性．コミュニティ
ケア，16（9），10－16，2014．
56． 諏訪さゆり：認知症ケアにおける権利擁護と倫理の課題，認知症ケア事例ジャーナル，7（2），160－
170，2014．
57． 長江弘子，吉本照子，辻村真由子，星野惠美子，澤田いつ子，保坂和子，権平くみ子：実践事例②地
域連携型人材育成プログラム　千葉県訪問看護実践センター「新卒者等訪問看護師育成プログラム」
が完成，訪問看護と介護，19（9），707－714，2014．
58． 吉本照子，辻村真由子，椎名美恵子，小西優子，権平くみ子：第18回日本在宅ケア学会学術集会　交
流集会B1　訪問看護ステーションにおける継続看護の機能向上　新卒訪問看護師育成の実践事例か
ら．日本在宅ケア学会誌，18(1)，27－30，2014．
59． 辻村真由子：生活を支えるヘルスケア専門職を育てる（シンポジウム）　看護教育の立場から．日本
医学看護学教育学会第17回学術セミナー，2014．
60． 佐伯恭子，諏訪さゆり：高齢者への人工的水分・栄養補給法（AHN）の検討に関する現状－看護師
の認識に焦点をあてて－．生命倫理，24(1)，197－206，2014．
61． 小山千加代，春元光彦，戸谷幸佳，大塚眞理子，諏訪さゆり，千葉由美，辻村真由子，池崎澄江，岡
本有子，小長谷百絵，真田弘美，長畑多代，長谷川真澄，水野敏子：研究・教育活動推進委員会活動
報告　日本老年看護学会ワークショップ2014；老年看護学研究における実践者と研究者との協働；介
護施設の研究実践例から考える，老年看護学，19(1)，98－101，2014．
〔研究状況〕
　訪問看護学教育研究分野では，地域で生活する高齢者や認知症を有する在宅療養者に焦点を当て研究を
行っている．今年度も，フィンランド・イギリスにおける一人暮らし高齢者の支援や認知症高齢者の行
動・心理症状（BPSD）の薬物の支援に関する調査を継続して実施した．分野として，千葉大学で実施し
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第37号
－118－
ている「動画教材『認知症ケアの考え方・高め方』の開発」（平成26年度厚生労働省老人保健事業推進費
等補助金（老人保健健康増進等事業））に諏訪は研究代表者，辻村と島村は事業担当者として，「実務経験
者を対象とした認知症高齢者看護の学習・教育方法論の構築」（平成26年度～28年度科学研究費助成事業
（挑戦的萌芽），研究代表者：湯浅美千代）に諏訪は研究分担者，辻村と島村は連携研究者として取り組ん
でいる．
　諏訪は，平成25年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業）による「在宅
認知症者のステージごとの生活障害と行動・心理症状に応じたケアガイドの開発」（研究代表者：諏訪さ
ゆり）に関する研究成果を発表した．また「BPSDの薬物療法を実施している在宅認知症高齢者と家族の
ための支援指針の開発」（平成25～28年度科学研究費助成事業（基盤研究(B））および日本訪問看護財団で
実施している「在宅認知症者のステージごとの生活障害に応じたグッドプラクティスを普及するためのイ
ラスト教材開発」（平成26年度厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業）に研
究代表者として取り組んでいる．この他にも，「座位移乗を選択する基準の検討～在宅療養者の自立支援
に向けて～」（公益財団法人フランスベッド・メディカルホームケア研究・助成財団平成26年度研究助
成）に分担研究者として取り組んでいる．
　辻村は，研究代表者として実施している「一人暮らし高齢者の在宅療養生活を支える訪問看護モデルの
構築」（平成25～27年度科学研究費助成事業（若手研究(B)），研究分担者である「アジア圏における看護
職の文化的能力の評価と能力開発・臨床応用に関する国際比較研究」（平成25～27年度科学研究費助成事
業（基盤研究(A)，研究代表者：野地有子），千葉県看護協会と共同開発した「新卒訪問看護師育成プログ
ラム」に関する研究成果を発表した．また，研究分担者として，「新人訪問看護師の実践力向上に向けた
自己決定的学習を促す学習支援ツールの開発と検証」（平成26～29年度科学研究費助成事業（基盤研究(B)，
研究代表者：吉本照子），「『日本の現場発看護学』の構築を目指した事例研究方法の開発」（平成26～28年
度科学研究費助成事業（挑戦的萌芽），研究代表者：山本則子）等に参画している．
　島村は，「訪問看護師が有する療養生活の場にある『空気を読む』能力の解明への挑戦」（平成25年度科
学研究費助成事業（挑戦的萌芽研究））に関する研究成果を発表した．また，新たに平成26年度～平成27
年度科学研究費助成事業（若手研究Ｂ）を受け，「訪問看護師が有する療養生活の場にある『空気を読
む』能力の構造化」の研究代表者として取り組んでいる．
保健学教育研究分野
〔原著〕
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
1． Suzuki T，Kitaike T，Ikezaki S：Life-space mobility and social support in elderly adults with 
orthopaedic disorders，Int J Nurs Pract 20S1，1・32－8，2014．
2． Fukui S，Yoshiuchi K，Fujita J，Ikezaki S：Determinants of financial performance of home-visit 
nursing agencies in Japan，BMC Health Serv Res，9;14:11，2014．
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
3． 増島麻里子，櫻井智穂子，長江弘子，谷本真理子，池崎澄江，和泉成子：医療者が抱える高齢慢性疾
患患者の望ましいエンド・オブ・ライフ（終生期）ケアに関わる要因．第19回日本緩和医療学会学術
大会抄録集，493，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
4． 小室直美，鈴木友子，路璐，池崎澄江，北池正：外国人看護師の受け入れの実態と課題に関する調査
①質問紙調査．日本看護研究学会第40回学術集会，2014．
5． 鈴木友子，小室直美，路璐，池崎澄江，北池正：外国人看護師の受け入れの実態と課題に関する調査
②インタビュー調査．日本看護研究学会第40回学術集会，2014．
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6． 池崎澄江，福井小紀子，藤田淳子，乙黒千鶴，辻村真由子，安東いつ子，磯野有樹子：在宅終末期ケ
アにおける多職種の効果の検証 第1報チームの連携と遺族満足度の関連．第73回日公衛会抄録集，
451，2014．
7． 乙黒千鶴，福井小紀子，藤田淳子，辻村真由子，池崎澄江，安東いつ子，磯野有樹子：在宅終末期ケ
アにおける多職種の効果の検証 第2報連携行動力に影響する要因を探る．第73回日公衛会抄録集，
452，2014．
8． 藤田淳子，福井小紀子，乙黒千鶴，辻村真由子，池崎澄江，安東いつ子，磯野有樹子：在宅終末期ケ
アにおける多職種の効果の検証 第3報連携の相互関係の可視化の試み．第73回日公衛会抄録集，452，
2014．
9． 池崎澄江，福井小紀子：在宅終末期ケアを受けた遺族による在宅ケアチームへの評価．第52回日本医
療・病院管理学会学術総会抄録集，207，2014．
10． 上平美和，池崎澄江：外国人入院患者への看護における困難の実態と文化的対応能力との関連．第52
回日本医療・病院管理学会学術総会抄録集，139，2014．
11． 黒田久美子，河部房子，小山田恭子，野地有子，若杉歩，池袋昌子，粟井直子，西山正恵，北池正：
看護系大学の臨地実習を受け入れる病院のトップ看護管理者に焦点をあてた看護教育－実践連携評価
ツールの開発．第18回日本看護管理学会，2014．
12． 鈴木朋子，権平くみ子，松永敏子，澤田いつ子，星野惠美子，伊藤喜久夫，小関ちはる，北池正：業
務効率化に向けて開発した千葉県看護協会版訪問看護ソフトの効果について．第45回日本看護学会
（在宅看護），2014．
13． 李廷秀，渡辺悦子，森克美，深堀敦子，朴淙鮮，北池正，川久保清：大都市近郊都市において子ども
をもつ女性の近隣環境認知と日常歩行時間．第73回日本公衆衛生学会，2014．
14． 大野稔子，阿部恭子，北池正：看護管理者からみた乳がん看護認定看護師の活動状況と評価及び支援
の実際．第34回日本看護科学学会，2014．
〔報告書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
15． 北池正，流山市養護教諭部会：平成25年度流山市小中学生生活習慣・学習意欲向上プログラム結果報
告書．流山市教育委員会，1－33，2014．
16． 北池正，池崎澄江，鈴木友子，小室直美，由井千登勢：平成25年度千葉県委託事業　外国人看護師導
入に係る調査研究事業・外国人看護師育成のための教育プログラム研究事業報告書，2014．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
17． 北池正：巻頭言 外国人看護師受け入れについて思うこと．民族衛生，80(2)；85－86，2014．
〔単行書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
18． 池崎澄江：医療制度の概要とエンド・オブ・ライフケアに関連した社会状況の変化．長江弘子（編），
看護実践にいかすエンド・オブ・ライフケア．日本看護協会出版会，16－23，2014．
 〔研究状況〕
　保健学研究分野としては，医学部附属病院と協力して，外国人看護師の導入に関する調査研究事業に取
り組んでいる（4，5，16）。
　北池は，小中学生を対象とした生活習慣・学習意欲向上プログラムを開発し，実施した上で評価を行
なっている(15)．また，看護教育－実践連携評価ツールの開発(11)に取り組んでいる．
池崎は，在宅ケアの多職種連携（6-9）や終末期ケアの研究（3，18）に取り組んでいる。
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災害看護学教育研究分野
〔原著〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
1． Sakurai-Doi Y，Mochizuki N，Phuong K，Sung C，Visoth P，Sriv B，Amara SR，Murakami H，
Komagata T，Fujita N．: Who provides nursing services in Cambodian hospitals? International 
Journal of Nursing Practice．Suppl 1，39－46，2014．
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
2． 神藤猛：メタリーダーシップと国家緊急事態対応．経営戦略学会第14回研究発表大会予稿集，20－24，
2014．
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
3． 岩﨑弥生：漢方に期待すること：精神看護の臨床から．2014年臨床漢方薬理研究会大会（第109回例
会），1－5，2014．
4． Iwasaki，Y．: Human caring in disaster nursing: Nursing after the Great East Japan Earthquake．
Program Book of the 35th International Association for Human Caring Conference，86，2014．
5． Noviana，U., & Iwasaki，Y．: Mental health of relocated survivors after the 2010 eruptions of Mt．
Merapi，Indonesia．The Inaugural Asian Symposium on Healthcare without Borders，Official 
Proceedings，4．Hiroshima，2014．
6． 神藤猛：感染症疫学モデルと危機管理－災害看護のモデリング・アンド・シミュレーションの研究－．
日本オペレーションズリサーチ学会第7回「安全・安心・強靭な社会とOR」研究部会資料，1－32，
2014．
7． 望月由紀：人間の安全保障と主権．日本オペレーションズリサーチ学会第2回「安全・安心・強靭な
社会とOR」研究部会資料，1－27，2014．
8． Tomoko Komagata，Yuko Kodama，Junko Takasaki，Etsuko Takano，Miyuki Kuriki，Yuko 
Sato，Megumi Sasaki，Hirohiko Sato，Kiyoaki Hatakeyama，Masako Kobayashi，Yoshiko 
Wazumi，Shinobu Saito，Toshie Yamamoto : What the Nurses Faced: Hemodialysis Patient’s 
Evacuation Process from Iwaki，Fukushima after the Earthquake，Tsunami and the Nuclear 
Accident，2011．Program Book of the 35th International Association for Human Caring 
Conference．50，2014．
9． 石川麻衣，川本美香，宮崎美砂子，奥田博子，春山早苗，牛尾裕子，駒形朋子，岩瀬 靖子:自然災害
発生時に保健師が行った地域診断の文献検討．日本災害看護学会第16回年次大会抄録集，181，2014．
10． 駒形朋子：パキスタン・パンジャーブ農村でのムスリム女性の生活に関する研究．第6回日本オペ
レーションズリサーチ学会研究部会資料，1－32，2014．
11． 山本あい子，田中美恵子，麻原きよみ，武田 祐子，佐々木吉子，駒形朋子，：長期的復興支援におけ
る災害看護の役割 ～災害看護支援助成事業から見る成果と課題（交流集会），第34回日本看護科学学
会抄録集，78，2014．
12． 布原佳奈，服部律子，名和文香，武田順子，纐纈なつ子，臼井いづみ：産婦の動画事例を用いた学内
演習の試み．第16回母性看護学会学術集会プログラム・抄録集，37，2014．
13． 伊藤彰一，藤部なおみ，大島拓，臼井いづみ，朝比奈真由美，井上雅仁，箭内博子，岡本美孝，田邉
政裕：各フロア・診療科を対象とする急変対応セミナーの実践報告．医学教育，45（補冊），87，
2014．
14． 臼井いづみ：産婦の急変。その時助産師には何ができるのか，何をするべきなのか．第118回日本産
科麻酔学会抄録集，12，2014．
15． 雑賀祐子，駒形朋子：国際看護の講義を受けた学生の学び．千葉看第20回学術集会講演集，35，2014
16． 添田沙織：ラオス人民民主共和国における院内感染対策の実践報告．千葉看第20回学術集会講演集，
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34，2014
〔報告書〕
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
17． 神藤猛：SNS等民間情報の自治体での活用における課題の検討(その1)．内閣IT総合戦略本部 新戦略
推進専門調査会防災・減災分科会事務局検討資料，1－11，2014．
〔単行書〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
18． 望月由紀：ネグリ．社会思想の海図，法律文化社，157－169，2014
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
19． 宮﨑美砂子，岩﨑弥生，斉藤しのぶ，和住淑子，飯野理恵：平成25年度千葉大学看護学部公開講座
「災害看護を学ぼう」．千葉大学大学院看護学研究科紀要，36，53－58．
20． 大木信子，市川滋子，岩崎弥生，ほか：災害救護対応マニュアル．公益社団法人千葉県看護協会．
2014
21． 長瀬明日香，高橋良幸，望月由紀，：分科会「身体が共鳴する-長期的にあるいは瞬時に」報告．文化
看護学会誌，6，58－59，2014
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
22． 駒形朋子：人々の日々の暮らしと健康へのまなざし看護研究．47(4)，311－314，2014 
病院看護システム管理学領域
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
1． 井部俊子，笠松由佳，倉岡有美子，佐々木菜名代，澤邉綾子，武村雪絵，手島恵，吉田千文：コンピ
テンシーを基盤とした看護管理者研修プログラムの実施と評価．第18回日本看護管理学会学術集会，
122，2014．
2． 杉浦なおみ＊，加藤恵里子，鎮目美代子，手島恵：看護の質保証に向けて－根拠に基づいた実践を可
能にする教育支援体制の整備－．第18回日本看護管理学会学術集会抄録集，180，2014．
 ＊2014年3月独立専攻修士課程修了
3． 栗原美穂＊，手島恵：新人看護師の就業継続に向けた役割別支援体制の整備と運用．第18回日本看護
管理学会学術集会抄録集，210，2014．
 ＊2014年3月独立専攻修士課程修了
4． 小関次子＊，手島恵：新任看護長の現任教育－他部署での新卒看護師のポートフォリオ中間発表会参
加から学ぶ．第18回日本看護管理学会学術集会抄録集，212，2014．
 ＊2014年3月独立専攻修士課程修了
5． 神谷紀子＊，石井幸枝，前千登世，清水由美子，有澤まり子，手島恵：認定看護師の院内業務基準作
成の取り組み．第18回日本看護管理学会学術集会抄録集，292，2014．
 ＊2014年3月独立専攻修士課程修了
6． 渡邉八重子，クローズ幸子，休波茂子，手島恵：米国看護大学における質と安全教育改革“QSEN” の
取り組み．第34回日看科学会学術集会講演集，225，2014．
7． 松本啓子，正木治恵，桑田美代子，吉岡佐知子，西山みどり，河井伸子，坂井さゆり，遠藤和子，内
野良子，林弥江，手島恵，長江弘子：高齢者の豊かな最晩年を創出する終生期ケア質評価指標開発に
向けた要素に関する文献検討．第34回日看科学会学術集会講演集，348，2014．
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〔単行書〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
8． 手島恵編著：スタッフの主体性を高め チームを活性化する！看護のためのポジティブ・マネジメン
ト．医学書院，2014．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
9． 上泉和子，手島恵，洪愛子：特集 マネジメントの力を発揮する“認定看護管理者”鼎談 病院・地域の
医療・看護をリードする“認定看護管理者”の活躍に期待．看護，66（7），68－73，2014．
〔研究状況〕
　手島は，初年度となる「グローバル時代に高度看護実践を支える看護管理教育のありかた」（科学研究
費補助金基盤（C）代表者：手島恵）の調査を開始するとともに，「アウトリーチ（訪問）型看護管理能
力支援モデルの開発」（厚生労働科学研究費補助金　地域医療基盤開発推進研究事業　代表者：手島恵）
を開始し，文献検討と看護管理者に対する調査を実施した．また，病院看護システム管理学の修了者6名
の事例を含む単行書を出版した（8）．
　10月より飯田が着任し，高齢者長期ケア施設における看護職の入職と定着の要因に関する研究に取り組
んでいる．
地域看護システム管理学領域
〔原著〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
1． 杉田由加里，石川麻衣：ソーシャル・キャピタルの醸成に資する保健ボランティアの活動に対する保
健師の関わり．文化看護学会誌，6(1)，1－11，2014．
2． 山口絹世，吉本照子，杉田由加里：訪問看護ステーション管理者からみた自組織の経営の危機的状況．
医療保健学研究，5，55－69，2014．
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
3． 吉本照子，辻村真由子，椎名美恵子，小西優子，権平くみ子：訪問看護ステーションにおける継続教
育の機能向上－新卒訪問看護師育成の実践事例から－．第18回日本在宅ケア学会学術集会，87，2014．
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
4． 辻村真由子，長江弘子，吉本照子：自律的な新卒訪問看護師を育てるために．－看護基礎教育の立場
でできること．日本看護学教育学会第24回学術集会講演集，93，2014．
5． 保坂和子，吉本照子，長江弘子，権平くみ子：新卒者等訪問看護師育成プログラムを受けた新卒者の
学習行動．第45回日看会抄録（看護教育），190，2014．
6． 山口絹世，吉本照子，杉田由加里：訪問看護ステーション管理者の経営管理行動指標の開発．日公衛
会抄録集，61(10)，472，2014．
7． 谷口由紀子，吉本照子，杉田由加里：重症心身障害児看護未経験者に対する同行訪問教育プログラム
の開発．日公衛会抄録集，61(10)，501，2014．
8． 辻村真由子，吉本照子，長江弘子：新卒者訪問看護師育成プログラムにおける訪問看護指導者研修の
評価．日公衛会抄録集，61(10)，554，2014．
9． 柳澤尚代，菅原京子，吉本照子，清水洋子：保健師活動の質保証に向けた保健師記録に関する国内の
文献レビューおよび課題．日公衛会抄録集，61(10)，556，2014．
10． 吉井涼子，吉本照子，杉田由加里：訪問看護ステーションにおけるプリセプターシップに基づく人材
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第37号
－123－
育成．日公衛会抄録集，61(10)，559，2014．
11． 杉田由加里：都道府県及び都道府県国保連合会による市町村の“保健指導力”向上に向けた研修の実態．
日公衛会抄録集，61(10)，133，2014．
12． 杉田由加里，横山徹爾，津下一代：市町村における生活習慣病対策の保健事業の評価に関する支援の
実態．日公衛会抄録集，61(10)，361，2014．
13． 水野智子，杉田由加里，横山徹爾：市町村の生活習慣病対策に関する保健事業におけるデータ分析・
活用の事例調査．日公衛会抄録集，61(10)，376，2014．
14． 吉本照子，長江弘子，辻村真由子：新卒訪問看護師の自己決定的学習を促すための自己評価支援ツー
ルの適用．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，167，2014．
15． 飯野理恵，宮崎美砂子，石丸美奈，時田礼子，岩瀬靖子，上田修代，杉田由加里，来栖千幸，佐藤紀
子：予防活動の持続・発展に有用な地域看護技術項目の検討～新任期保健師への意見調査～．日本地
域看護学会第17回学術集会講演集，142，2014．
16． 杉田由加里，井出成美，石丸美奈，松下光子，石川麻衣，緒方泰子：保健所保健師の業務研究への継
続的取り組みを推進する条件．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，149，2014．
17． 長江弘子，吉本照子，辻村真由子，保坂和子，権平くみ子：千葉県における地域連携型新卒訪問看護
師育成プログラムを支える学習支援体制の構築．第19回日本在宅ケア学会学術集会講演集，65，2014．
18． 吉本照子，辻村真由子，長江弘子：訪問看護ステーションにおける新卒訪問看護師の2年目の自己決
定的な学習の状況および学習支援の課題．第34回日看科会学術集会講演集，688，2014．
19． 谷口由紀子，吉本照子，杉田由加里：訪問看護師の重症心身障害児看護の力量開発に向けた同行訪問
のしくみづくりにおける指導者の育成．第19回日本在宅ケア学会学術集会講演集，158，2014．
〔報告書〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
20． 杉田由加里，水野智子：市区町村の生活習慣病対策に関する保健事業におけるデータ分析・活用の事
例調査，厚労科学研究費補助金「健診・医療・介護等データベースの活用による地区診断と保健事業
の立案を含む生活習慣病対策事業を担う地域保健人材の育成に関する研究」（研究代表者：横山徹爾），
平成25年度総括・分担研究報告書，16－26，2014．
21． 杉田由加里，横山徹爾，津下一代：都道府県及び都道府県国民健康保険連合会による，市区町村にお
ける特定健診・保健指導等の保健事業の充実に向けた支援に関する実態，厚労科学研究費補助金「標
準的な健診・保健指導プログラム（改訂版）及び健康づくりのための身体活動基準2013に基づく保健
事業の研修手法と評価に関する研究」（研究代表者：津下一代），平成25年度総括・分担研究報告書，
13－18，2014．
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
22． 吉本照子，長江弘子，辻村真由子：自律的な訪問看護師をめざす新卒者のための学習支援ツールと適
用モデルの開発－少子高齢社会の在宅医療福祉を支える訪問看護の質確保に向けて－．平成24年度
ジェロントロジー研究報告，11，75－83，2014．
23． 松永敏子，澤田いつ子，星野惠美子，伊藤喜久夫，山木まさ，保坂和子，小関ちはる，鈴木朋子，権
平くみ子，池田幸，豊田智生，吉本照子，長江弘子，辻村真由子：新卒者等訪問看護師育成プログラ
ム～地域で育てよう～．千葉県看護協会報告書，2014．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
24． 能見清子，杉田由加里，吉本照子：看護師の自己教育力の発展を促すための課題　看護師の自己教育
力に関する概念と関連因子についての文献検討より．千葉看会誌，19(2)，65－72，2014．
25． 上原たみ子，吉本照子，杉田由加里：高齢者虐待に対する保健師の支援の意図に関する文献検討．高
齢者虐待防止研究，10(1)，139－150，2014．
26． 飯野理恵，宮崎美砂子，石丸美奈，岩瀬靖子，時田礼子，杉田由加里，上田修代，佐藤紀子：予防活
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動を持続的に展開するための地域看護実践方法の特徴．千葉看会誌，19(2)，73－80，2014．
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
27． 水村純子，吉本照子，緒方泰子：－地域包括支援センターにおける包括的ケアに向けたケースカン
ファレンスの基準づくり．保健医療科学，63(2)，150－158，2014．
28． 吉本照子，辻村真由子，椎名美恵子，小西優子，権平くみ子：訪問看護ステーションにおける継続教
育の機能向上　新卒訪問看護師育成の実践事例から．日本在宅ケア学会誌，18(1)，27－30，2014．
29． 長江弘子，吉本照子，辻村真由子，星野惠美子，澤田いつ子，保坂和子，権平くみ子：【人材育成を
ネットワーク化する】実践事例　地域連携型人材育成プログラム　千葉県訪問看護実践センター「新
卒者等訪問看護師育成プログラム」が完成．訪問看護と介護，19(9)，707－714，2014．
　本領域では主に，地域ケアのシステム化の推進を担う行政保健師，地域包括支援センター長，訪問看護
事業所管理者，外来看護管理者等の看護管理者および看護職者の考え方，役割行動および力量開発につい
て研究教育を行っている．本年は，高齢者虐待に対する保健師の支援の考え方（25），訪問看護事業所管
理者の経営管理の考え方と役割行動（2，6），訪問看護師の力量開発（7，10，19），地域包括支援セン
ターの多職種連携のしくみづくり（27），看護師の自己教育（24）について，修士課程修了生，博士後期
課程在籍者とともに報告した．
　吉本は，「新人訪問看護師の実践力向上に向けた自己決定的学習を促す学習支援ツールの開発と検証」
（平成26年度科学研究費補助金（基盤研究（B）），研究代表者）に取り組み，新人の学習支援プログラム
開発と力量開発の状況（3－5，8，14，18，22，28，29）について報告した．
　杉田は，厚労科学研究費補助金の研究分担者として，都道府県及び都道府県国保連合会による市町村に
おける生活習慣病対策の保健事業への支援の実態（11，12，21），市区町村の生活習慣病予防対策に関す
る保健事業におけるデータ分析・活用の事例（13，20）について，また，ソーシャル・キャピタルの醸成
に資する保健ボランティアの活動に対する保健師の関わりについて報告した（1）．さらに，研究代表者と
して，行政保健師の実践の充実を目指した業務研究サポートモデルの開発（基盤研究C）に取り組んでお
り（16），分担研究者として，予防活動の持続・発展のための地域看護実践ガイドの開発に取り組んでい
る（15）．
ケア施設看護システム管理学領域
〔学会発表〕
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
1． 菊地悦子，酒井郁子，黒河内仙奈：高齢者長期ケア施設において日常倫理に基づくケアを確立する看
護管理実践．日本老年看護学会第19回学術集会抄録集，12，2014．
 ＊2014年3月博士後期課程修了
2． 大舘千歳，酒井郁子，黒河内仙奈：リハビリテーション医療に携わる看護師のキャリア発達支援をめ
ざした教育システムの再構築および評価．千葉看第20回学術集会集録，38，2014．
 ＊2014年3月修士課程修了
3． 余木さおり，酒井郁子，黒河内仙奈：認定看護師のコンサルタントとしての成長を支援する取り組み．
千葉看第20回学術集会集録，41，2014．
 ＊2014年3月修士課程修了
4． 小宮浩美，酒井郁子，黒河内仙奈：実践適用の概念の整理と看護学における論文の動向．千葉看第20
回学術集会集録，44，2014．
〔単行書〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
5． 酒井郁子，渡邉博幸（編集）：せん妄のスタンダードケアQ&A100―どうすればよいか？に答える．
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南江堂，2014．
6． 酒井郁子：第1章　せん妄って何だろう？　医療者からみたせん妄「Q3 せん妄ケアはなぜむずかし
いのですか？」．酒井郁子，渡邉博幸（編集），せん妄のスタンダードケアQ&A100―どうすればよい
か？に答える．南江堂，5，2014．
7． 酒井郁子：第1章　せん妄って何だろう？　医療者からみたせん妄「Q4 せん妄は看護師にとってど
のような影響があるのですか？」．酒井郁子，渡邉博幸（編集），せん妄のスタンダードケアQ&A100
―どうすればよいか？に答える．南江堂，6，2014．
8． 酒井郁子：第1章　せん妄って何だろう？　医療者からみたせん妄「Q5 せん妄は医療チームにとっ
てどのような影響があるのですか？」．酒井郁子，渡邉博幸（編集），せん妄のスタンダードケア
Q&A100―どうすればよいか？に答える．南江堂，7，2014．
9． 酒井郁子：第2章　せん妄ケアの基本は何ですか？　せん妄ケアの基本的な考え方「Q11 せん妄ケア
の基本は何ですか？」．酒井郁子，渡邉博幸（編集），せん妄のスタンダードケアQ&A100―どうすれ
ばよいか？に答える．南江堂，18，2014．
10． 酒井郁子：第4章　せん妄は起きたら，こう対応しよう　せん妄への対応方法の基本「Q30 せん妄の
長期化を防ぐためにできることは何ですか？」．酒井郁子，渡邉博幸（編集），せん妄のスタンダード
ケアQ&A100―どうすればよいか？に答える．南江堂，48，2014．
11． 酒井郁子：第6章　こころがけたい，普段のせん妄予防策　生活リズムと生活機能を維持する「Q50 
生活リズムとは何ですか？」．酒井郁子，渡邉博幸（編集），せん妄のスタンダードケアQ&A100―ど
うすればよいか？に答える．南江堂，73，2014．
12． 酒井郁子：第6章　こころがけたい，普段のせん妄予防策　生活リズムと生活機能を維持する「Q51 
生活リズムと生活機能を維持・回復することは，せん妄患者さんにとってどのような効果があるので
すか？」．酒井郁子，渡邉博幸（編集），せん妄のスタンダードケアQ&A100―どうすればよいか？に
答える．南江堂，74，2014．
13． 酒井郁子：第9章　チームとしてせん妄ケアに取り組もう　せん妄に強い組織をつくる　「Q66せん妄
ケアを提供するためのチームにはどのようなものがありますか？また，どのようにつくったらよいで
すか？」．酒井郁子，渡邉博幸（編集），せん妄のスタンダードケアQ&A100―どうすればよいか？に
答える．南江堂，98，2014．
14． 酒井郁子：第9章　チームとしてせん妄ケアに取り組もう　せん妄に強い組織をつくる　「Q67せん妄
ケアでは医師の治療方針と看護方針の調整がむずかしいことが多いのですが，それはなぜですか？ま
た，どうしたらよいですか？」．酒井郁子，渡邉博幸（編集），せん妄のスタンダードケアQ&A100―
どうすればよいか？に答える．南江堂，99，2014．
15． 佐藤克行，酒井郁子：第9章　チームとしてせん妄ケアに取り組もう　せん妄に強い組織をつくる　
「Q69せん妄の患者さんへの治療とケアの統一がむずかしい･･････どうすればよいですか？」．酒井郁
子，渡邉博幸（編集），せん妄のスタンダードケアQ&A100―どうすればよいか？に答える．南江堂，
101，2014．
16． 黒河内仙奈：第9章　チームとしてせん妄ケアに取り組もう　せん妄ケアの記録方法　「Q71せん妄ケ
アにおいて，最低限記録しなければならない事柄は何ですか？」．酒井郁子，渡邉博幸（編集），せん
妄のスタンダードケアQ&A100―どうすればよいか？に答える．南江堂，103，2014．
17． 矢野かおり：第9章　チームとしてせん妄ケアに取り組もう　せん妄ケアチームの構築と運営「Q78
病院全体のせん妄ケアを改善するために，責任者としてどのように取り組んだらよいですか？」．酒
井郁子，渡邉博幸（編集），せん妄のスタンダードケアQ&A100―どうすればよいか？に答える．南
江堂，113，2014．
 ＊2013年3月修士課程修了
18． 矢野かおり：第9章　チームとしてせん妄ケアに取り組もう　せん妄ケアチームの構築と運営　コラ
ム　責任者が病院全体のせん妄ケアの改善に取り組んだ実例．酒井郁子，渡邉博幸（編集），せん妄
のスタンダードケアQ&A100―どうすればよいか？に答える．南江堂，114，2014．
 ＊2013年3月修士課程修了
19． 酒井郁子：ポイントで読み解くNewsのツボ(vol．18)　リハビリ向け病床拡充へ　報酬改定で中医協
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分科会．ナース専科，34（1），100－103，2014．
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
20． 酒井郁子：【キーワードで学ぶ　はじめてのリハビリテーション看護】リハビリテーション看護師に
求められる役割 入院生活への満足を高めるための「見守り」．リハビリナース，7（3），218－220，
2014．
21． 酒井郁子：【キーワードで学ぶ　はじめてのリハビリテーション看護】リハビリテーション看護師に
求められる役割 リハビリテーションにおいて倫理的なケアを提供すること．リハビリナース，7（3），
225－227，2014．
22． 酒井郁子，黒河内仙奈：第1部　療養者の日常生活上の援助　第4章　身体運動機能の低下を予防す 
る　１身体運動機能の低下に関わる要因．渡辺裕子（監修），上野まり，中村順子，本田彰子，炭谷
靖子（編集），家族看護を基盤とした在宅看護論　Ⅱ実践編．第3版，日本看護協会出版会，50－52，
2014．
23． 酒井郁子，黒河内仙奈：第1部　療養者の日常生活上の援助　第4章　身体運動機能の低下を予防す 
る　2　転倒・骨折の原因とその予防対策．渡辺裕子（監修），上野まり，中村順子，本田彰子，炭谷
靖子（編集），家族看護を基盤とした在宅看護論　Ⅱ実践編．第3版，日本看護協会出版会，53－57，
2014．
24． 酒井郁子，黒河内仙奈：第1部　療養者の日常生活上の援助　第4章　身体運動機能の低下を予防す 
る　3長期臥床状態の発生過程とアセスメント，予防対策．渡辺裕子（監修），上野まり，中村順子，
本田彰子，炭谷靖子（編集），家族看護を基盤とした在宅看護論　Ⅱ実践編．第3版，日本看護協会出
版会，57－61，2014．
25． 酒井郁子，黒河内仙奈：第1部　療養者の日常生活上の援助　第4章　身体運動機能の低下を予防す 
る　４ADL動作獲得への援助．渡辺裕子（監修），上野まり，中村順子，本田彰子，炭谷靖子（編集），
家族看護を基盤とした在宅看護論　Ⅱ実践編．第3版，日本看護協会出版会，61－63，2014．
〔報告書〕
26． 酒井郁子：回復期リハビリテーション病棟における看護管理実践の理論化と普及（研究課題番号
22390437）平成22年～平成25年度科学研究補助金（基盤研究(B)）研究成果報告書，2014．
27． 黒河内仙奈：回復期リハビリテーション病棟の看護サービスへの脳卒中患者満足尺度の洗練と関連要
因（研究課題番号23890032）平成23年度～平成24年度科学研究費補助金（研究活動スタート支援）研
究成果報告書，2014．　
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
28． 酒井郁子，朝比奈真由美，石井伊都子，宮崎美砂子，前田崇，黒河内仙奈，国井由宇子，飯田貴映
子：総合大学医療系3学部IPEにおけるレポート評価に関する試み．保健医療福祉連携，7（1），47－
48，2014．
29． 高橋平徳，小河祥子，朝比奈真由美，岡田忍，酒井郁子，関根祐子，池崎澄江，伊藤彰一，大久保正
人，岡田聡志，黒河内仙奈，関根秀一，田邊政裕，前田崇，山内かづ代，宮崎美砂子：千葉大学「亥
鼻IPE」におけるFD/SDの効果測定の試み．保健医療福祉連携，7（1），47，2014．
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
30． 酒井郁子，朝比奈真由美，前田崇，関根祐子，黒河内仙奈，山田響子：【多職種連携教育】 取り組み
事例　千葉大学の場合．医学教育，45（3），153－162，2014．
31． 酒井郁子：研修番号108　高齢者介護施設における看護とマネジメント　第5章　多職種協働のための
組織論．公益社団法人日本看護協会　平成26年度オンデマンド配信研修，2014．
32． 酒井郁子：研修番号108　高齢者介護施設における看護とマネジメント　第6章　介護施設における看
護職の役割．公益社団法人日本看護協会　平成26年度オンデマンド配信研修，2014．
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〔講演・シンポジウム〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
33． 酒井郁子：実践と教育と研究が協働する看護の未来．せいれい看護学会誌，4（2），A－10，2014．
（基調講演2014．3．15）
＜ 2014 年 4 ～ 12 月＞
34． 酒井郁子：医療現場における専門職連携実践（IPW）・教育（IPE）を推進するために～ともに学び・
学びあうチームづくり～．第45回日看会抄録（急性期看護），64－65，2014．（交流セッションⅠ2014．
10．23）
〔研究状況〕
　ケア施設看護システム管理学では，回復期リハビリテーション病棟や介護保険施設，地域密着型居宅介
護事業所等の長期ケア施設における看護・介護システム管理，高齢脳卒中患者への看護，高齢者の生活リ
ズム調整，せん妄ケアに関する研究教育活動をおこなっている．平成26年度は修士課程大学院生9名，博
士後期課程大学院生8名，研究生3名，看護学部卒業研究生3名となった．
　酒井は，平成26年度千葉大学研究支援プログラムを受け，実践適用研究の実際と課題についての研究に
取り組んだ．また，海外講師を招聘し，上記テーマに関する学内特別講義，ミーティングにおける情報交
換会，研究コンサルテーションを実施した．専門職連携教育（IPE）に関しては，第45回日本看護学会急
性期看護学術集会の交流セッションにおける講演（34），学会発表（28，29）および雑誌の執筆（30）を
行った．さらに，酒井が分担研究者を務める科学研究費（基盤研究(C)）「インタープロフェッショナル教
育がプロフェッショナリズムの涵養に与える影響（研究代表者：山本武志，研究課題番号：24590621）」
について取り組んだ．せん妄ケアに関するプロジェクトについては，テキストの執筆・編集（5－18）を
行った．また，情報収集・視察および意見交換を目的としてイギリスの病院・施設を訪問した．さらに，
リハビリテーションに関する雑誌の執筆（19－21），在宅における療養者の日常生活上の援助に関するテ
キストの執筆（22－25），長期ケア施設の看護管理に関する研究の学会発表（1）およびオンデマンド配信
研修の教材作成（31，32）を行った．
　黒河内は，科学研究費（若手研究(B)）「回復期リハビリテーション病棟に勤務する看護師の職務満足を
高める看護管理実践の検討（研究課題番号：25862140）」に取り組んだ．また，せん妄ケアに関するテキ
ストの執筆（16），在宅における療養者の日常生活上の援助に関するテキストの執筆（22－25）を行った．
ケア開発研究部
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
一般演題
1． Lucia Gonzales，Ariko Noji，，Anne Koci，RoseMary Gee，et al：Caring for Globally：Preparing 
Instruments for Use in Cardiovascular Recovery．35th International Human Caring Conference 
Kyoto，Japan．May 24－28，2014．
2． 野地有子，長江弘子，深堀浩樹，桑田美代子：ELNEC-G指導者コース実施直後の総合評価，日本老
年看護学会第19回学術集会，2014．
3． 河部房子，黒田久美子，野地有子，小山田恭子，上本野唱子，赤沼智子，池袋昌子，西山正恵，粟井
直子：看護系大学トップ看護管理者に焦点をあてた看護教育―実践連携評価ツールの開発，日本看護
教育学会第24回学術集会講演集，203，2014．
4． 江守直美，野地有子，橘幸子：看護師長間の情報収集・共有手段としてのGoogle ドライブ活用の取
組み，第18回日本看護管理学会学術紹介抄録集，241，2014．
5． 黒田久美子，河部房子，小山田恭子，野地有子，若杉歩，池袋昌子，粟井直子，西山正恵，北池正：
看護系大学の臨地実習を受け入れる病院のトップ看護管理者に焦点をあてた看護教育―実践連携評価
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ツールの開発，第18回日本看護管理学会学術紹介抄録集，255，2014．
6． 白尾聡子，野地有子：中堅看護師のキャリア形成と支援方法の検討，日本健康科学学会第30回学術大
会抄録集，30（3），166，2014．
7． 大島紀子，野地有子：看護職による長時間労働面接の実施について　第2報－ローパー・ローガン・
ティアニー看護モデルを用いた現状分析－，日本健康科学学会第30回学術大会抄録集，30（3），165，
2014．
8． 辻村真由子，野地有子，若杉歩：韓国の病院とクリニックにおける外国人患者への対応の実際：外国
人に安全に医療を提供するための看護管理，第34回日本看護科学学会学術集会講演集，481，2014．
9． 溝部昌子，野地有子：医療の国際化に向けた看護の課題，第34回日本看護科学学会学術集会講演集，
482，2014．
10． 清水安子，大原裕子，米田昭子，森小律恵，瀬戸奈津子，黒田久美子，西垣昌和，宮武陽子，数間恵
子，正木治恵：インスリン療法に関するインシデント・アクシデントの内容－全国実態調査の自由記
載欄の内容から－，日本糖尿病教育・看護学会誌，18（2），151－159，2014．
〔報告書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
11．野地有子，北池正，手島恵，和住淑子，中山登志子，杉田由加里，佐藤奈保，黒河内仙奈，河部房子，
遠藤和子，鈴木友子：平成24年度看護学教育ワークショップ「看護実践と教育の有機的連携に向けた
看護系大学の取り組み」－教育機能に焦点をあてて－，報告書（文部科学省特別経費 教育－研究－
実践をつなぐ組織変革型看護職育成支援プログラムの開発プロジェクト分）1－105，2014．
〔単行書〕
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
12．野地有子：第10章公衆衛生看護の歴史．米国と英国の公衆衛生の発達と公衆衛生看護活動の歴史，標
準保健師講座，公衆衛生看護概論．230－238，2014．
13．赤沼智子：⑧人工肛門を増設したアルツハイマー型認知症療養者在宅看護過程．関連図で理解する在
宅看護過程：正野逸子，本田彰子編著，初版，メジカルフレンド社，156－173，2014．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
14．野地有子，小林美亜，辻村真由子，錢淑君，田所良之，渡邉美和，岩崎弥生，緒方泰子，望月由紀：
平成24年度留学生支援制度（ショートスティ・ショートビジット（SSSV）による異文化看護
（Transcultural Nursing）プログラムの取り組み－ショートスティ（SS）におけるアジア3か国の学
生の受け入れ－，千大看紀要，33－37，2014．
15．辻村真由子，野地有子：平成24年度留学生支援制度（ショートスティ・ショートビジット（SSSV）
による異文化看護（Transcultural Nursing）プログラムの取り組み－ソウル公立大学看護学部への
ショートビジット（SV）－，千大看紀要，39－45，2014．
16．阿部恭子，黒田久美子，赤沼智子：乳がん看護認定看護師の活動拡大と支援ニーズ－資格取得3か月
後と4年後の活動状況の分析－．千大看紀要，63－70，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
17．野地有子，Janice Morse，Pakvilai Srisaeng: モース先生によるミックスド・メソッド国際ワーク
ショップ，アジア圏における看護職の文化的能力の評価と能力開発・臨床応用に関する国際比較研究
資料集，2014．
18．野地有子，Janice Morse，Kauren Clark，Orasa Kongtain，Heeseung Choi，Katsuko Tanaka，Jun 
Kojima: 国際シンポジウム看護職の文化能力，アジア圏における看護職の文化的能力の評価と能力開
発・臨床応用に関する国際比較研究資料集，2014．
19．大島紀子，野地有子：看護職における長時間労働面接のシステム構築について－A社本社地区の取り
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組み－，日本健康科学学会誌，30（4），201－206，2014．
〔研究状況〕
　ケア開発研究部は，文部科学省認定のわが国唯一の看護学教育研共同利用拠点である看護実践研究指導
センターの研究部として，特別経費による２つのプロジェクト研究に取り組んでいる．それらは，「教育
－研究－実践をつなぐ組織変革型看護職育成支援プログラムの開発」（3，5，11）および，「看護学教育に
おけるFDマザーマップの開発」である．またセンター独自事業として国公私立大学病院副看護部長研修
を実施し，副看護部長との共同研究をすすめている（4）．併せて，看護システム管理学専攻の「実践看護
評価学」領域として，看護管理者を大学院生として迎え，プロジェクト研究を行っている（6，7，19）．
　野地は，「アジア圏における看護職の文化的能力の評価と能力開発・臨床応用に関する国際比較研究」
（文部科学省科学研究費補助金　基盤研究（A）研究代表者　野地有子）について，国際ワークショップ
および国際シンポジウムを開催し（17，18），研究成果を報告した（8，9）．国際共同研究として，協定校
のサンディエゴ大学を中心とした女性保健に関する国際比較研究および，ELNEC-Gの成果を報告した（1，
2）．アジア圏の大学との留学生交流を推進し，次世代の育成の研究に取り組んでいる（14，15）．
　黒田は，「教育－研究－実践をつなぐ組織変革型看護職育成支援プログラムの開発」，プロジェクト研究
として「自己評価に基づく自施設完成型教育担当者育成プログラムの精錬」（文部科学省科学研究費補助
金（基盤研究（C）を資金として獲得）を実施し，成果の一部を発表した。また，認定看護師課程（乳が
ん看護）の特任教員と共に研究に取り組み，成果を発信した（16）．個人の研究では，「認知機能低下が生
じた高齢インスリン療法患者・家族への援助指針の開発」（文部科学省科学研究費補助金　基盤研究（C）
研究代表者　黒田久美子）に取り組んでいる。
　赤沼は，個人の研究において在宅ケア領域の教育に関する研究を行った．平成25年度 科学研究費助成
事業（学術研究助成基金助成金）（基盤研究(C)）「訪問看護における臨床と教育機関の連携融合教育-学習
プログラムの開発」の共同研究者となり研究を行っている．研究成果として，在宅看護における看護過程
関連図に関しては，テキスト（13）を出版した．また，認定看護師の育成に関しての研究も行い，成果を
まとめた．（16）
政策・教育開発研究部
〔学会発表抄録〕
<2014 年 1 月～ 3 月 >
1． Yoshiko Wazumi，Kumiko Kuroda，Tomoko Suzuki，Shu Chun Chien，Ariko Noji，Tadashi 
Kitaike: Development of The Faculty Development Mother Map in Nursing Education．EAFONS 
2014-203 Professional-Poster，20－21 Feb., 2014．Manila，Philippines．
2． Toshie Yamamoto，Shu Chun Chien，Fusako Kawabe: Study on the Nursing of Oriental Medicine 
in Japan．EAFONS 2014－203 Professional-Poster，20－21 Feb., 2014．Manila，Philippines．
3． 中村伸枝，竹中沙織，仲井あや，上林多佳子，若菜幸子，和住淑子，黒田久美子，河部房子：学生の
小児看護実習を通した学びの特徴と，大学教員と臨床指導者の連携・協働．第38回千葉県小児保健協
会総会・学術集会．2014．
<2014 年 4 月～ 12 月 >
4． Shu Chun Chien，Toshie Yamamoto，Yoshiko Wazumi，Shinobu Saito，Akiko Nagata，Fusako 
Kawabe，Takashi Maeda，Tomoko Katagiri: Health Perspectives and Lifestyle Issues of First-
year Nursing Students: As Revealed Through a Seminar in Health self-Management．Sigma Theta 
Tau International's 25th International Nursing Research Congress，27 Jul., 2014．HongKong．
 https://stti．confex．com/stti/congrs14/webprogram/Paper66223．html
5． Toshie Yamamoto，Fusako Kawabe，Shu Chun Chien，Akiko Nagata，Shinobu Saito，Yoshiko 
Wazumi: Nursing Model for Japanese Oriental Medicine in Japan．Sigma Theta Tau 
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International's 25th International Nursing Research Congress，27 Jul., 2014．HongKong．
 https://stti．confex．com/stti/congrs14/webprogram/Paper 66775．html
6． Tomoko Komagata，Yuko Kodama，Junko Takasaki，Etsuko Takano，Miyuki Kuriki，Yuko 
Sato，Megumi Sasaki，Hirohiko Sato，Kiyoaki Hatakeyama，Masako Kobayashi， Yoshiko 
Wazumi，Shinobu Saito，Toshie Yamamoto: What the nurses faced: hemodialysis patient’s 
evacuation prosess from Iwaki，Fukushima after the earthquake，tsunami and the nuclear 
accident，2011．35th International Association for Human Caring Conference，May 24－28，
Kyoto，2014．
7． 菊地三枝子，吉田千春，渡邉朋，太田潤，高野知恵，深澤恵，和住淑子：小児がんのターミナルケア
に影響を与える医療者の価値観－デスカンファレンス記録の分析より－．第19回日本緩和医療学会学
術大会講演集，491，2014．
8． 山田典子，黒田久美子，和住淑子，河部房子：タイムコンシャスな組織づくりに向けた看護師の意識
変容への看護管理者の支援．第45回日本看護学会－看護管理－学術集会抄録集，110，2014．
9． 西山ゆかり，和住淑子，黒田久美子，三谷理恵，室屋和子，佐藤まゆみ，鈴木康美，神部雅子，宮崎
貴子，田村清美，杉原多可子：「新人看護師教育担当者能力自己評価票」の信頼性・妥当性の検討．
第34回日本看護科学学会学術集会講演集，382，2014．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
<2014 年 1 月～ 3 月 >
10． 中村伸枝，竹中沙織，仲井あや，上林多佳子，若菜幸子，和住淑子，黒田久美子，河部房子：学生の
看護実習を通した学びの特徴と大学教員と臨床指導者の連携・協働のあり方．千大看紀要，36，21－
26，2014．
<2014 年 4 月～ 12 月 >
11． Shu Chun Chien．Nursing as an independent science :The holistic human being care grounded on 
the philosophy “Dialetic” and “Epistemology”．International Conference on Holistic care –Patient 
and our stories．Hualien Tzu Chi Hospital，9 Aug., 2014．Taiwan．
12． 和住淑子：F．Nightingaleにみる実践と研究の往還のモデル（会長講演）．千葉看会誌，19（2），83－
84，2014．
13． 和住淑子：実践の場に身を置く看護師が行う看護研究だからこその意義とは．看護展望，39(3)，14－
18，2014．
〔研究状況〕
　政策・教育開発研究部では，看護職者の役割の拡大や看護職者に寄せられる社会的ニーズにより効果的
に応えるための政策研究や，看護基礎教育と連動させた看護職者の生涯にわたる教育・人材・キャリア開
発のための研究を行っている．
　平成26年度は，和住が研究代表者を務める科学研究費補助金（基盤研究（C））「F．Nightingaleの業績
を現代に活かすための‘類比’の方法論に関する研究」の最終年度にあたり，和住は，これまでの研究成果
をまとめ，千葉看護学会第19回学術集会において，会長講演として発表した（12）．これは，貧困，格差，
地域医療，病院の経営破綻など19世紀末の英国における保健医療福祉上の課題解決に向けたF．
Nightingaleの傑出した問題解決思考が，実践と研究の往還をなしていることを明らかにしたものである．
また，特別経費により看護実践研究指導センターが実施している「看護学教育におけるＦＤマザーマップ
の開発と大学間共同活用の促進」プロジェクトにおいて開発した「看護学教育におけるＦＤマザーマッ
プ」を，フィリピン・マニラにおいて開催された17th East Asian Forum of Nursing Scholars （EAFONS）
International Conference において，発表した（1）．本マップは，看護系大学の教員特に若手にとって教
育・研究等の領域において成長発展の指標になるものであり，今後はアジア諸国での活用も期待される．
なお，本発表は，同大会におけるBest Poster Award (Professional Category)を受賞した．
　この他，和住は，看護実践研究指導センター共同研究員とともに，科学研究費補助金（基盤研究（C））
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「自己評価に基づく自施設完成型教育担当者育成プログラムの精錬」に取り組み，その成果を発表した（9）．
この他，現場の看護師らと共に，看護実践上の課題を解明し解決するための看護実践研究を重ねている
（7，8）．中でも，菊地らと実施した「小児がんのターミナルケアに影響を与える医療者の価値観－デスカ
ンファレンス記録の分析より－」は，第19回日本緩和医療学会学術大会において，優秀演題に選出された．
錢は，平成25年度より科学研究費補助金（基盤研究（C））「看護学生の「生活パターンと自覚症状の関係
チャート」及び生活改善プロトコ－ルの開発」が採択され，今年度は2年目になる．将来，人々の個別性
を大切にしながら生活支援をする重要な人材であると思われる看護学生を対象とした詳細な生活パターン
と健康状態の関係チャートと自覚症状を改善する生活支持体制の開発に取り組んでおり，その中間成果を
発表した(4) ．
　この他，錢は，東洋医学についての教育の文献検討及び看護教育おける応用の現状に関する文献検討を
行った(2，5)．
　今村は，昨年度に引き続き日米高齢者のスピリチュアリティに関する研究を進めながら，今年度から新
たに「我が国の国際保健・看護コンピテンシー教育に関する調査研究」（文部科学研究費助成事業【基盤
研究C】）を開始した．今年度は，英語版質問票の翻訳・逆翻訳，信頼性・妥当性検査を実施し日本語版
質問票の精度を高め，次年度からの実施に向けて準備を行った．
エンド・オブ・ライフケア看護学
〔原著論文〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
1． 片山陽子，長江弘子，齋藤信也，酒井昌子:がんを含む慢性疾患3類型別にみた訪問看護師の予後予測
の的中率と症状との関連．日本在宅ケア学会誌，17(2)，37－44，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
2． 岡本亜紀，谷垣靜子，長江弘子：ACTプログラムを受けた精神疾患を有する人の家族の思いの変化．
日本看護研究学会雑誌，37(2)，25－34，2014．
〔学会発表抄録〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
3． Hiroko Nagae，Yoko Katayama，Noriko Iwaki (Ikemoto)：Evaluation of training for fostering end-
of-life-care facilitators (EOLF) that practice advance care planning (ACP) in Japan，International 
Conference on Business and Economic Development，New York，2014．
4． Yoko Katayama．Hiroko Nagae．Masako Sakai : The Training Evaluation on the  Nurses of the 
Continuing Nursing Management Educational Program in Japan．International Conference on 
Business and Economic Development，New York，2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
5． Hiroko Nagae，Noriko Iwaki (Ikemoto)，Hitoshi Sekimoto: Development of educational program 
based on a concept of advance care planning for the staff who supports consultation at the 
comprehensive community care center in Japan．8th World Research  Congress of the European 
Association for Palliative Care，Lleida，Spain，2014．
6． 長江弘子，岩城(池本)典子，関本仁：エンド･オブ･ライフケアを地域で推進するエンド･オブ･ライフ
ケアファシリテータ(EOLC)養成研修の試み．第19回日本緩和医療学会学術大会抄録集，375，2014．
7． 齋藤信也，片山陽子，酒井昌子，長江弘子：非がん在宅患者のエンド・オブ・ライフケアにおける医
師と訪問看護師の連携について．第19回日本緩和医療学会学術大会抄録集，462，2014．
8． 谷本真理子，和泉成子，櫻井智穂子，長江弘子，増島麻里子：アドバンス・ケア・プランニング
(ACP)の概念分析－2003～2012年海外論文の分析から－．第19回日本緩和医療学会学術大会抄録集，
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379，2014．
9． 増島麻里子，櫻井智穂子，長江弘子，谷本真理子，池崎澄江，和泉成子：医療者が捉える高齢慢性疾
患患者の望ましいエンド・オブ・ライフ（終生期）ケアに関わる要因，第19回日本緩和医療学会学術
大会抄録集，379，2014．
10． 長江弘子，岩城（池本）典子，関本仁：千葉大学におけるエンド・オブ・ライフケア看護学教育の試
み．日本看護学教育学会第24回学術集会抄録集，99，2014
11． 辻村真由子，長江弘子，吉本照子：自律的な新卒訪問看護師を育てるために－看護基礎教育の立場で
できること－．日本看護学教育学会第24回学術集会抄録集，93，2014．
12． 保坂和子，吉本照子，長江弘子，辻村真由子，権平くみ子：新卒者等訪問看護師育成プログラムを受
けた新卒者の学習行動．第45回日看会抄録（看護教育），190，2014．
13． 林弥江，正木治恵，桑田美代子，吉岡佐知子，西山みどり，河井伸子，松本啓子，内野良子，坂井さ
ゆり，遠藤和子，西田伸枝，長江弘子，手島恵：高齢者の終生期の軌跡―老人看護専門看護師の実践
から―．日本老年看護学会第19回学術集会抄録集，190，2014．
14． 長江弘子，関本仁，岩城(池本)典子：自分の望む生き方について語り合う力を育成する市民参加型研
修の試み．日本地域看護学会第17回学術集会抄録集，66，2014．
15． 吉本照子，長江弘子，辻村真由子：新卒訪問看護師の自己決定的学習を促すための自己評価支援ツー
ルの適用．日本地域看護学会第17回学術集会講演集，167，2014．
16． 乗越千枝，谷垣靜子，小林裕美，長江弘子：看護学士課程学生の継続看護に関する能力の自己評価．
日本地域看護学会第17回学術集会抄録集，164，2014．
17． 谷垣靜子，乗越千枝，長江弘子，仁科祐子，岡田麻里：訪問看護ステーションの経営状況と職場環境
の関連．日本地域看護学会第17回学術集会抄録集，170，2014．
18． Hiroko Nagae，Noriko Iwaki (Ikemoto)，Hitoshi Sekimoto：Evaluation of training for fostering 
end-of-life-care facilitators (EOLF) that practice advance care planning (ACP) in Japan –Part 2–．
New Zealand Association of Gerontology Conference．Dunedin，2014．
19． Hiroko Nagae，Mayuko Makita (Nagae): The Meaning of Wealthy in a Way of Living of the 
Oldest-old and their Family．New Zealand Gerontology Association Conference．Dunedin，2014．
20． Masako Sakai，Yoko Katayama，Hiroko Nagae，The training evaluations of the Continuing 
Nursing Management educational program for elderly care in Japan．New Zealand Gerontology 
Association Conference．Dunedin，2014．
21． 辻村真由子，吉本照子，長江弘子：新卒者等訪問看護師育成プログラムにおける訪問看護指導者研修
の評価．日公衛生抄録集，61(10)，554，2014．
22． 関本仁，長江弘子，岩城(池本)典子：自分の望む生き方について語り合う力を育成する市民参加型研
修の試み－成果評価の分析から－．第26回日本生命倫理学会年次大会抄録集，115，2014．
23． 吉本照子，辻村真由子，長江弘子：訪問看護ステーションにおける新卒訪問看護師の2年目の自己決
定的な学習の状況および学習支援の課題．第34回日看科会学術集会講演集，688，2014．
24． 松本啓子，正木治恵，桑田美代子，吉岡佐知子，西山みどり，河井伸子，坂井さゆり，遠藤和子，内
野良子，林弥江，手島恵，長江弘子：高齢者の豊かな最晩年を創出する終生期ケア質評価指標開発に
向けた要素に関する文献検討．第34回日看科会学術集会講演集，86，2014．
25． 長江弘子，岩城(池本)典子，関本仁：エンド・オブ・ライフケアを地域で推進するEOLファシリテー
タ養成研修の試み－第2報－参加した地域包括支援センターの職員の学びに焦点を当てて．第19回日
本在宅ケア学会学術集会抄録集，68，2014．
26． 岩城(池本)典子，諏訪さゆり，辻村真由子，島村敦子：無床診療所と訪問看護ステーションが在宅療
養を支援する上で感じている困難とその対処－老老介護世帯・高齢単独世帯の支援に焦点をあてて－．
第19回日本在宅ケア学会学術集会抄録集，143，2014
27． 長江弘子，吉本照子，辻村真由子，保坂和子，権平くみ子：千葉県における地域連携型新卒訪問看護
師育成プログラムを支える学習支援体制の構築．第19回日本在宅ケア学会学術集会抄録集，65，2014．
28． 長江弘子，谷垣静子，乗越千枝，酒井昌子，片山陽子，岡田麻里，仁科祐子：地域連携を促進するた
めに多職種で共有する『継続看護マネジメント』－事例を通して考える生活と医療を統合する継続看
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護マネジメント．第19回日本在宅ケア学会学術集会抄録集，57．2014．
〔報告書〕
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
29． 長江弘子，岩城(池本)典子：第18回日本在宅ケア学会学術集会，多職種で共に考え，支えるエンド・
オブ・ライフケア－その人の最善とは何かを語り合おう－．公益財団法人在宅医療助成勇美記念財団
2013年度(前期)指定公募②「在宅医療推進のための研究会，研修会への女性および学会等への共催」
助成報告書，2014．
30． 吉本照子，長江弘子，辻村真由子：自律的な訪問看護師をめざす新卒者のための学習支援ツールと適
用モデルの開発－少子高齢社会の在宅医療福祉を支える訪問看護の質確保に向けて－．平成24年度
ジェロントロジー研究報告，11，75－83，2014．
31． 松永敏子，澤田いつ子，星野惠美子，伊藤喜久夫，山木まさ，保坂和子，小関ちはる，鈴木朋子，権
平くみ子，池田幸，豊田智生，吉本照子，長江弘子，辻村真由子：新卒者等訪問看護師育成プログラ
ム～地域で育てよう～．千葉県看護協会報告書，2014．
〔単行書〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
32． 長江弘子（編集），池崎澄江，桑田美代子，関谷昇，阿部泰之，木澤義之，和泉成子，片山陽子，西
川満則，三浦久幸，横江由理子，久保川直美，秦美恵子，増島麻里子，櫻井智穂子，藤澤陽子，谷本
真理子，竹川幸恵，藤田愛，内田明子，西山みどり，竹森志穂，佐藤奈保，仲井あや，竹之内直子：
看護実践にいかすエンド・オブ・ライフケア．株式会社日本看護協会出版会，2014．
33． 長江弘子(編集)，岡田麻里，片山陽子，酒井昌子，谷垣靜子，仁科祐子，乗越千枝：生活と医療を統
合する継続看護マネジメント．医歯薬出版株式会社．2014．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
＜ 2014 年 1 月～ 3 月＞
34． 長江弘子：【患者・家族を尊重するエンド・オブ・ライフケア】エンド・オブ・ライフケアの意味す
るもの(解説/特集)．家族看護，12(1)，010-019，2014．
35． 長江弘子，磯谷有由：平成23・24年度普遍教育科目 ｢生きるを考える｣ を受講した学生の学びと今後
の課題．千葉大学大学院看護学研究科紀要，36，47－51，2014．
36． Yoko　Katayama， Hiroko Nagae， Masako Sakai: The Training Evaluation on the Nurses of the 
Continuing Nursing Management Educational Program in Japan．The Business & Management 
Review， 4(4)．172．2014．
37． Hiroko Nagae， Noriko Iwaki (Ikemoto)，Yoko Katayama: Evaluation of training for fostering end-
of-life-care facilitators (EOLF) that practice advance care planning (ACP) in　Japan．The Business 
& Management Review，4(4)．173－174．2014．
＜ 2014 年 4 月～ 12 月＞
38． 長江弘子：エンド･オブ･ライフケアの概念とわが国における研究課題：日本保健医療社会学論集，
25(1)，17－23，2014．
39． 長江弘子：一人ひとりの"最期までどう生きるか”を支える看護師の役割．2014年度北海道看護協会看
護師職能集会講演．ベストナース，9，6－11，2014．
40． 長江弘子：これからの在宅ケアの方向性を示すエンド・オブ・ライフケア．日本在宅ケア学会誌，
18(1)，5－9．2014．
41． 長江弘子，片山陽子：看護実践に生かすエンド・オブ・ライフケア，アドバンス・ケア・プランニン
グにおける看護師の役割(解説)．Oncology Nurse，7(5)，71－75，2014．
42． 長江弘子：【"地域"への視野をもつナースを育てる-地域社会を見据えた基礎教育の試み】育てたい
「継続看護マネジメント｣ という看護師のまなざし(解説/特集)．看護展望，39(5)，0430－0435，2014．
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43． 長江弘子，吉本照子，辻村真由子，星野惠美子，澤田いつ子，保坂和子，権平くみ子：【人材育成を
ネットワーク化する】実践事例地域連携型人材育成プログラム千葉県訪問看護実践センター「新卒者
等訪問看護師育成プログラム」が完成(解説/特集)．訪問看護と介護，19(9)，707－714，2014．
44． 長江弘子，保科英子：看護の今を考える"地域"で暮らす患者の生活を支える看護とは(1)(座談会)．看
護展望，39(8)，0742－0751，2014．
45． 長江弘子，保科英子：看護の今を考える"地域"で暮らす患者の生活を支える看護とは(2)(座談会)．看
護展望，39(9)，0830－0838，2014．
〔研究状況〕
　本領域では，平成23－26年度千葉大学ＣＯＥスタートアッププログラム「生活文化に即したエンド・オ
ブ・ライフケア-慢性疾患患者と家族の生き方を支えるケアとエビデンスの構築」（研究代表者：増島麻里
子准教授）に共同研究者として参画した．本年度は，外来通院する慢性疾患患者を対象に質問紙調査を実
施した．また，これまでの研究成果を日本緩和医療学会，日本看護科学学会で発表し，12月には市民や専
門家に向けて「第4回市民協働シンポジウム」で発表した．
　これらの研究成果のもとに，昨年度よりアドバンス・ケア・プランニングをわが国の臨床現場で確立し
ていくため市民，専門家を対象としたEOLファシリテータ養成プログラムを試行した．現在，プログラ
ムの企画・実施・影響評価のデータ収集を行い，プログラムの精選と成果評価を分析中である．
　長江はエンド・オブ・ライフケアの実践力を担保する人材育成のしくみとして，千葉県看護協会と千葉
大学との共同で「新卒者等訪問看護師育成プログラムの開発」に継続して参画している．本年度は3年目
となり当事者の学習行動とその支援体制を明らかにするとともに，新卒者を指導する者の育成プログラム
開発に取り組んだ．また全国的に新卒訪問看護師の質的・量的確保のための仕組みづくりや教育方法論と
して確立するため「きらきらナース研究会」に共同参画した．きらきらナース研究会は，新卒訪問看護師
を育成したい事業所と訪問看護師を志望する新卒者を支援するために新卒訪問看護師育成ガイドラインの
作成を目指して一般社団法人全国訪問看護事業協会，ケアプロ株式会社，聖路加国際大学とで組織した研
究会である．本年度は現状把握のため3回のセミナー開催とヒアリング調査，並びに訪問看護事業所と教
育機関への全国調査を実施した．
　また長江が研究代表者をつとめる文部科学省研究費補助平成25-27年度挑戦的萌芽研究「豊かな人生を
共に生き，共に年を重ねる地域文化の創出（課題番号25671011）〕において，地域包括支援センター職員，
および訪問看護師を対象とした「EOLファシリテータの育成プログラム」を実施し，評価データを収集
した．
　関本，岩城（池本）は平成25年度より開始された千葉大学クリエイティブ・コミュニティ：COC地
（知）の拠点事業において平成25-26年度地域志向教育研究経費事業による助成「住み慣れた地域で自分ら
しさを自覚し豊かな日々を生きるための対話促進開放型コミュニティの形成」（申請代表者：長江弘子）
を受け，主体的に事業運営を行った．本年度は，千葉市生涯学習センターとの共催で市民講座「みんなで
語ろう！自分らしい生き方，死に方」を実施した．本年度は，昨年の講座に参加した市民を交えて市民参
加型でプログラムを作成した．さらに共同研究者として学内外から学際的な研究チームを組織化した．
千葉大学大学院看護学研究科附属専門職連携教育研究センター　
〔研究状況〕
　専門職連携教育研究センター（IPE研究センター）は，2015年1月1日に開設となり，センター長は施設
看護システム管理学の酒井郁子教授が兼務となった。当センターの兼務教員は，看護学研究科から真島朋
子教授，磯崎澄江講師，黒河内加奈助教，医学部から朝比奈真由美講師，伊藤彰一講師，薬学研究院から
関根祐子教授，大久保正人助教の７名である。特任教員は，山田響子特任助教が2014年4月1日に，大塚眞
理子特任教授，藤沼康樹特任講師が10月1日に，宮古紀宏特任講師が2015年1月1日に着任した。
　以下，特任教員の業績を報告する。
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第37号
－135－
〔原著〕
＜ 2014 年 1 ～ 3 月＞
1． 張平平，大塚眞理子，辻玲子，畔上光代，丸山優，善生まり子：看護学生と地域高齢者との世代間交
流がもたらした成果　文献検討を通して．埼玉県立大学紀要，15，43－51．2014．
2． Yokobayashi K，Matsushima M，Watanabe T，Fujinuma Y，& Tazuma S：Prospective cohort 
study of fever incidence and risk in elderly persons living at home．BMJ open，4(7)，e004998．
3． 宮古紀宏：「多機関的資源」としてのオルタナティブ学校に関する制度的考察－米国カリフォルニア
州を例に．社会学年誌，55，51－65，2014．
4． 宮古紀宏：カリフォルニア州における薬物乱用防止教育の制度的事例研究－オルタナティブ学校と
Community based Organizationとの連携－．日本特別活動学会紀要，22，47－54，2014．
5． 山田響子，鶴岡和世，齊藤理砂子，岡田加奈子：養護教諭の行う連携に関係する用語と連携推進要因
の整理．千葉大学教育学部研究紀要，62，139－145．2014．
6． Hiwatig，ADF，Yamano Y，Osima R，Baba S，Yamada K，Iizuka M，Kato T，Shimonagata S，
Nomura J，Yamashita S，& Horne B：Pencerahan: Japanese Students' Transformed Ideas and 
the Value of "Tensions" During TWINCLE Program's Two-Week Exchange Activity．千葉大学教
育学部研究紀要，62，201－207．2014．
7． 大嶌竜午，山野芳昭，馬場智子，ヒワティグ・エイプリル・ダフネ・フロレスカ，山田響子，飯塚正
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